
マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 及 び テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 す る 規 則  

 

（ 2018 年  ７ 月 30 日   制  定 ）  

（ 2018 年 10 月 23 日  一 部 改 正 ）  

 

第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 1 条    本 規 則 は 、 協 会 の 会 員 が 仮 想 通 貨 交 換 業 に 係 る 業 務 （ 犯 罪 に よ る 収

益 の 移 転 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 令 （ 平 成 20 年 政 令 第 20 号 、 以 下

「 犯 収 法 施 行 令 」 と い う 。） 第 ６ 条 第 14 号 に 定 め る 特 定 業 務 を い

う 。 以 下 「 仮 想 通 貨 交 換 業 務 」 と い う 。） を 行 う に 当 た り 、 当 該 業 務

が マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 及 び テ ロ 資 金 供 与 （ 以 下 「 マ ネ ロ ン ・ テ ロ

資 金 供 与 」 と い う 。） に 利 用 さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 遵 守 す べ き

事 項 を 定 め る こ と を 目 的 と す る 。  

２   会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 以 外 の 仮 想 通 貨 関 連 取 引 に 係 る 業 務 及 び

会 員 自 ら が 事 業 活 動 と し て 行 う 一 切 の 業 務 に 関 し 、 本 規 則 の 内 容 に 準

じ て 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 に 利 用 さ れ る こ と を 防 止 す る た め に 必

要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

（ リ ス ク ベ ー ス ・ ア プ ロ ー チ の 実 施 ）  

第 ２ 条   会 員 は 、 自 ら が 直 面 す る リ ス ク （ 利 用 者 の 業 務 に 関 す る リ ス ク を 含

む 。） を 適 時 ・ 適 切 に 特 定 ・ 評 価 し 、 リ ス ク に 見 合 っ た 低 減 措 置 を 講

じ な け れ ば な ら な い 。  

（ 法 令 等 の 遵 守 ）  

第 ３ 条    会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 を 行 う に 当 た り 、 本 規 則 の ほ か 犯 罪 に よ

る 収 益 の 移 転 防 止 に 関 す る 法 律 （ 平 成 19 年 法 律 第 22 号 、 以 下 「 犯

収 法 」 と い う 。） そ の 他 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 法 令 諸 規

則 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。  

２    会 員 は 、 そ の 業 務 を 行 う に 当 た り 、 マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 及 び テ

ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン （ 平 成 30 年 2 月 6 日 金 融 庁 、

以 下 「 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 ガ イ ド ラ イ ン 」 と い う 。） 記 載 の

「 対 応 が 求 め ら れ る 事 項 」 を 実 施 す る と と も に 、「 対 応 が 期 待 さ れ る

事 項 」 の 実 施 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ２ 章  リ ス ク 管 理  

（ リ ス ク の 特 定 ）  

第 ４ 条   会 員 は 、 リ ス ク 評 価 に 当 た り 、 取 り 扱 う 仮 想 通 貨 や 取 引 形 態 、 国 ・

地 域 、 利 用 者 の 属 性 等 の リ ス ク を 包 括 的 か つ 具 体 的 に 検 証 し 、 自 ら が

直 面 す る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク を 特 定 し な け れ ば な ら な い 。  

２   前 項 の 包 括 的 か つ 具 体 的 な 検 証 に 当 た っ て は 、 国 に よ る リ ス ク 評 価

の 結 果 等 を 勘 案 し つ つ 、 自 ら の 営 業 地 域 の 地 理 的 特 性 や 、 事 業 環 境 ・

経 営 戦 略 の あ り 方 等 、 自 ら の 個 別 具 体 的 な 特 性 を 考 慮 し な け れ ば な ら



な い 。  

３   国 ・ 地 域 に つ い て 検 証 を 行 う に 当 た っ て は 、 金 融 活 動 作 業 部 会

（ Financial Action Task Force on Money Laundering（ FATF））  や 内

外 の 当 局 等 か ら 指 摘 を 受 け て い る 国 ・ 地 域 も 含 め 、 包 括 的 に 、 直 接 ・

間 接 の 取 引 可 能 性 を 検 証 し 、 リ ス ク を 把 握 し な け れ ば な ら な い 。  

４   新 た に 取 り 扱 う 仮 想 通 貨 や 取 引 形 態 及 び 新 た な 技 術 を 活 用 し て 行 う

取 引 そ の 他 新 た な 態 様 に よ る 取 引 を 行 う 場 合 、 当 該 仮 想 通 貨 等 の 利 用

者 へ の 提 供 前 に 分 析 を 行 い 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク を 検 証 し

な け れ ば な ら な い 。  

５   マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク に つ い て 、 経 営 陣 の 主 体 的 か つ 積 極

的 な 関 与 の 下 、 関 係 す る 全 て の 部 門 が 連 携 ・ 協 働 し 、 リ ス ク の 包 括 的

か つ 具 体 的 な 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

６   会 員 自 ら の 事 業 環 境 ・ 経 営 戦 略 等 の 複 雑 性 も 踏 ま え て 、 取 り 扱 う 仮

想 通 貨 及 び 取 引 形 態 、 国 ・ 地 域 、 利 用 者 の 属 性 等 に 関 し 、 リ ス ク の 把

握 の 鍵 と な る 主 要 な 指 標 を 特 定 し 、 当 該 指 標 に つ い て の 定 量 的 な 分 析

を 行 う こ と で 、 自 ら に と っ て 重 要 な リ ス ク の 高 低 及 び そ の 変 化 を 適

時 ・ 適 切 に 把 握 す る こ と に 努 め な け れ ば な ら な い 。   

７   一 定 量 の 疑 わ し い 取 引 の 届 出 が あ る 場 合 、 単 に 法 令 に 従 い 届 出 等 を

行 う に と ど ま ら ず 、 届 出 件 数 及 び 金 額 等 の 比 較 可 能 な 定 量 情 報 を 分 析

し 、 部 門 ・ 拠 点 間 等 の 比 較 等 を 行 っ て 、 自 ら の リ ス ク の 検 証 の 実 効 性

の 向 上 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ リ ス ク の 評 価 ）  

第 ５ 条   会 員 は 、 リ ス ク 評 価 の 全 社 的 方 針 及 び 具 体 的 手 法 を 確 立 し 、 当 該 方

針 等 に 則 っ て 、 具 体 的 か つ 客 観 的 な 根 拠 に 基 づ く 評 価 を 実 施 し な け れ

ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 リ ス ク 評 価 の 結 果 を 文 書 化 （ 電 磁 フ ァ イ ル 化 し た 文 書 を 含

む 。） し 、 当 該 結 果 を 踏 ま え て リ ス ク 低 減 に 必 要 な 措 置 等 を 検 討 し な

け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 定 期 的 に リ ス ク 評 価 を 見 直 す ほ か 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供

与 対 策 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ し 得 る 新 た な 事 象 の 発 生 等 に 際 し 、 必 要 に

応 じ 、 リ ス ク 評 価 を 見 直 さ な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 の 経 営 陣 は 、 リ ス ク 評 価 の 過 程 に 関 与 し 、 リ ス ク 評 価 の 結 果 を

承 認 し な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 自 ら が 提 供 す る 仮 想 通 貨 ・ サ ー ビ ス や 、 取 引 形 態 、 国 ・ 地

域 、 利 用 者 属 性 等 が 多 岐 に わ た る 場 合 に 、 こ れ ら に 係 る リ ス ク を 細 分

化 し 、 当 該 細 分 類 ご と に リ ス ク 評 価 を 行 う と と も に 、 こ れ ら を 組 み 合

わ せ て 再 評 価 を 行 う な ど し て 、 全 社 的 リ ス ク 評 価 の 結 果 を 「 見 え る

化 」 し （ リ ス ク ・ マ ッ プ ）、 機 動 的 な 見 直 し に 努 め な け れ ば な ら な

い 。  

６   会 員 は 、 前 各 項 に 基 づ い て リ ス ク 評 価 を 行 う 場 合 に は 、 特 定 取 引 以

外 の 取 引 に つ い て 、 一 律 に リ ス ク が 低 い も の と し て 取 り 扱 う こ と な



く 、 そ の 内 容 等 を 十 分 に 斟 酌 し て 評 価 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 利 用 者 毎 の リ ス ク 評 価 ）  

第 ６ 条   会 員 は 、 取 り 扱 う 仮 想 通 貨 及 び 取 引 形 態 、 国 ・ 地 域 、 利 用 者 属 性 等

に 対 す る 自 ら の マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク の 評 価 の 結 果 を 総 合

し 、 利 用 者 ご と に 、 リ ス ク の 高 低 を 客 観 的 に 示 す 指 標 （ 利 用 者 リ ス ク

格 付 ） を 導 入 し 、 こ れ を 随 時 見 直 す な ど 、 継 続 的 か つ 実 効 性 の あ る 態

勢 の 整 備 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ リ ス ク の 低 減 ）  

第 ７ 条   会 員 は 、  自 ら が 特 定 ・ 評 価 し た リ ス ク を 前 提 に 、 個 々 の 利 用 者 ・ 取

引 の 内 容 等 を 調 査 し 、 こ の 結 果 を 当 該 リ ス ク の 評 価 結 果 と 照 ら し て 、

講 ず べ き 実 効 的 な 低 減 措 置 を 判 断 ・ 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 個 々 の 利 用 者 や そ の 行 う 取 引 の リ ス ク の 大 き さ に 応 じ て 、

自 ら の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に 従 い 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク が

高 い 場 合 に は よ り 厳 格 な 低 減 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 リ ス ク の 高 い 取 引 を 受 注 又 は 執 行 し た 場 合 に は 、 利 用 者 に

よ る 出 金 又 は 仮 想 通 貨 の 移 転 を 一 時 停 止 す る な ど 、 リ ス ク 管 理 上 必 要

な 未 然 防 止 措 置 の 実 施 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 協 会 そ の 他 各 種 業 界 団 体 等 を 通 じ て 共 有 さ れ る 事 例 や 内 外

の 当 局 等 か ら の 情 報 等 を 参 照 し つ つ 、 自 ら の 直 面 す る リ ス ク に 見 合 っ

た 低 減 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ３ 章  利 用 者 管 理  

（ 利 用 者 受 入 方 針 の 策 定 ）  

第 ８ 条   会 員 は 、 自 ら が 行 っ た リ ス ク の 特 定 ・ 評 価 に 基 づ い て 、 リ ス ク が 高

い と 思 わ れ る 利 用 者 ・ 取 引 と そ れ へ の 対 応 を 類 型 的 ・ 具 体 的 に 判 断 す

る こ と が で き る よ う 、 利 用 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針 （ 以 下 「 利 用 者 受

入 方 針 」 と い う 。） を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

２   利 用 者 受 入 方 針 の 策 定 に 当 た っ て は 、 利 用 者 及 び そ の 実 質 的 支 配 者

の 職 業 ・ 事 業 内 容 の ほ か 、 例 え ば 、 経 歴 、 資 産 ・ 収 入 の 状 況 や 資 金

源 、 居 住 国 等 、 利 用 者 が 利 用 す る 仮 想 通 貨 ・ サ ー ビ ス 、 取 引 形 態 等 、

利 用 者 に 関 す る 様 々 な 情 報 を 勘 案 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 信 頼 に 足 る 証 跡 の 取 得 ）  

第 ９ 条    会 員 は 、 利 用 者 及 び そ の 実 質 的 支 配 者 の 本 人 特 定 事 項 を 含 む 本 人 確

認 事 項 、 取 引 目 的 等 の 調 査 に 当 た っ て は 、 信 頼 に 足 る 証 跡 を 求 め て こ

れ を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

（ 利 用 者 ス ク リ ー ニ ン グ ）  

第 10 条  会 員 は 、 利 用 者 及 び そ の 実 質 的 支 配 者 の 氏 名 と 関 係 当 局 に よ る 制 裁

リ ス ト と の 照 合 、 利 用 者 及 び そ の 実 質 的 支 配 者 等 が 反 社 会 的 勢 力 等 に

該 当 す る か 否 か の 確 認 な ど 、 必 要 な 措 置 を 講 じ 、 利 用 者 受 入 方 針 に 照

ら し 当 該 利 用 者 と の 間 で 取 引 を 実 施 す る こ と が 可 能 か 否 か 判 断 し な け

れ ば な ら な い 。  



２  会 員 は 、 前 項 の 判 断 を 的 確 に 行 う た め 、 信 頼 性 の 高 い デ ー タ ベ ー ス

や シ ス テ ム を 導 入 す る な ど 、 事 業 規 模 や 特 性 等 に 応 じ た 合 理 的 な 方 法

に よ り 、 リ ス ク が 高 い 利 用 者 を 的 確 に 検 知 す る 枠 組 み を 構 築 し な け れ

ば な ら な い 。  

（ 利 用 者 管 理 の 強 度 調 整 ）  

第 11 条  会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク が 高 い と 判 断 し た 利 用 者 に

つ い て は 、 以 下 の 各 号 に 掲 げ る 措 置 そ の 他 会 員 が 必 要 と す る 方 法 を も

っ て 厳 格 な 利 用 者 管 理 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 資 産 ・ 収 入 の 状 況 、 取 引 の 目 的 、 職 業 ・ 地 位 、 資 金 源 等 に つ い

て 、 リ ス ク に 応 じ 追 加 的 な 情 報 を 入 手 し 、 取 引 モ ニ タ リ ン グ 等

に お い て 参 照 す る こ と  

(2) 当 該 利 用 者 と の 取 引 の 実 施 等 に つ き 、 あ ら か じ め 、 第 34 条 の 規

定 に よ り 選 任 さ れ た 統 括 管 理 者 又 は そ の 委 任 を 受 け た 特 定 の 者

（ 第 1 線 （ 第 36 条 に 定 め る 意 味 を い う 。） か ら 独 立 し た 第 ２ 線

（ 第 36 条 に 定 め る 意 味 を い う 。） の 役 職 員 で あ っ て 、 マ ネ ロ

ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 す る 知 識 ・ 経 験 を 有 す る 者 と し て 取

締 役 会 で 承 認 し た 者 に 限 る 。） の 承 認 を 得 る こ と  

(3) リ ス ク 評 価 の 結 果 に 応 じ て 、 リ ス ク が 高 い と 判 断 し た 利 用 者 に

つ い て 直 ち に 取 引 モ ニ タ リ ン グ の 敷 居 値 を 厳 格 化 す る 等 の 管 理

強 化 や 、 利 用 者 情 報 の 定 期 的 な 調 査 に お い て は 、 そ の 頻 度 や 範

囲 の 増 加 等 を 図 る こ と  

(4) 当 該 利 用 者 と 属 性 等 が 類 似 す る 他 の 利 用 者 に つ き 、 リ ス ク 評 価

の 厳 格 化 等 が 必 要 で な い か を 検 討 し 、 そ の 結 果 を リ ス ク 管 理 態

勢 へ 反 映 さ せ る こ と  

２  会 員 は 、 利 用 者 の 営 業 実 態 、 所 在 等 が 取 引 の 態 様 等 に 照 ら し て 不 明

瞭 で あ る な ど の リ ス ク が 高 い 取 引 等 に つ い て 、 必 要 に 応 じ 、 取 引 開 始

前 又 は 多 額 の 取 引 等 に 際 し 、 例 え ば 、 利 用 者 や そ の 実 質 的 支 配 者 と の

直 接 の 面 談 、 営 業 拠 点 が な い 場 合 に お け る 実 地 調 査 等 、 追 加 的 な 措 置

の 実 施 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 継 続 的 な 利 用 者 管 理 ・ 本 人 特 定 事 項 の 更 新 ）  

第 12 条  会 員 は 、 次 の 各 号 の 方 法 に 掲 げ る 方 法 そ の 他 会 員 が 必 要 と す る 方 法

を も っ て 、 継 続 的 な 利 用 者 管 理 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。   

(1) 取 引 類 型 や 利 用 者 類 型 等 に 着 目 し 、 こ れ ら に 係 る 自 ら の リ ス ク

評 価 や 取 引 モ ニ タ リ ン グ の 結 果 も 踏 ま え な が ら 、 調 査 の 対 象 及

び 頻 度 を 含 む 継 続 的 な 利 用 者 管 理 の 方 針 を 決 定 し 、 実 施 す る こ

と  

(2) 各 利 用 者 に 実 施 さ れ て い る 調 査 の 範 囲 ・ 手 法 等 が 、 当 該 利 用 者

の 取 引 実 態 や 取 引 モ ニ タ リ ン グ の 結 果 等 に 照 ら し て 適 切 か 、 継

続 的 に 検 討 す る こ と  

(3) 調 査 の 過 程 で の 照 会 や 調 査 結 果 を 適 切 に 管 理 し 、 関 係 す る 役 職

員 と 共 有 す る こ と  



(4)  な り す ま し の 疑 い 等 を 的 確 に 判 断 す る た め 、 確 認 し た 本 人 特

定 事 項 等 に 変 更 が あ っ た 場 合 に は 利 用 者 が 会 員 に 変 更 後 の 情 報

を 届 け 出 る 旨 を 約 款 に 盛 り 込 む こ と 等 の 方 法 を 用 い て 、 利 用 者

の 最 新 の 本 人 特 定 事 項 等 を 把 握 す る た め の 措 置 を 講 じ る こ と  

(5) 定 期 的 に 利 用 者 情 報 の 確 認 を 実 施 し 、 か つ 確 認 の 頻 度 や 取 得 ・

検 討 す る 情 報 の 範 囲 を 利 用 者 の リ ス ク に 応 じ て 異 に す る こ と  

（ 取 引 先 の 管 理 ）  

第  13 条  会 員 は 、 国 内 外 の 仮 想 通 貨 交 換 業 者 等 （ 以 下 「 取 引 先 」 と い う 。） と

の 間 で 仮 想 通 貨 の 交 換 等 を 行 う 場 合 に は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 の 情

報 を 収 集 ・ 確 認 の 上 、 当 該 取 引 先 に お け る リ ス ク を 評 価 し 、 適 切 な 低

減 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

(1) 取 引 時 確 認 等 の 措 置 （ 海 外 事 業 者 に あ っ て は そ れ に 相 当 す る 措

置 。 以 下 同 じ 。） を 的 確 に 行 う た め に 必 要 な 設 備 ・ 機 能 及 び 統

括 管 理 者 の 設 置 状 況  

(2) 所 在 国 の 公 的 機 関 か ら の 監 督 状 態  

２   会 員 は 、 取 引 先 に お け る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 態 勢 を

確 認 す る た め に 必 要 な 態 勢 を 整 備 し 、 定 期 的 に 監 視 し な け れ ば な ら な

い 。  

（ 取 引 の 謝 絶 ）  

第 14 条  会 員 は 、 必 要 と さ れ る 情 報 の 提 供 を 利 用 者 か ら 受 け ら れ な い な ど 、

自 ら が 定 め る 適 切 な 利 用 者 管 理 を 実 施 で き な い と 判 断 し た 利 用 者 ・ 取

引 等 に つ い て は 、 取 引 の 謝 絶 を 行 う こ と 等 を 含 め 、 リ ス ク 遮 断 を 図 る

こ と を 検 討 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ４ 章  取 引 時 確 認 等  

（ 通 常 の 取 引 時 確 認 の 対 象 取 引 ）  

第 15 条  会 員 は 、 犯 収 法 の 規 定 に か か わ ら ず 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 の う ち 、 次

の 各 号 に 掲 げ る 取 引 を 、 犯 収 法 第 ４ 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 確 認 及 び 当

該 確 認 と と も に 行 う 同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 確 認 （ 以 下 「 通 常 の 取 引

時 確 認 」 と い う 。） の 対 象 取 引 と し て 取 り 扱 わ な け れ ば な ら な い 。  

(1)  仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 関 し 、 継 続 的 に 若 し く は 反 復 し て 取 引 を

行 う こ と 又 は 利 用 者 の 金 銭 又 は 仮 想 通 貨 を 管 理 す る こ と を 内

容 と す る 契 約 の 締 結  

(2)  仮 想 通 貨 の 交 換 等  

(3)  管 理 す る 利 用 者 等 の 仮 想 通 貨 を 当 該 利 用 者 等 の 依 頼 に 基 づ い

て 移 転 さ せ る 行 為 （ 仮 想 通 貨 の 交 換 等 に 伴 う も の を 除 く 。）  

２   会 員 は 、 前 項 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 の 取 引 に つ い て 、 敷 居 値 を 設 け 、 通

常 の 取 引 時 確 認 を 行 わ な い こ と と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 会 員

が 定 め る 敷 居 値 は 次 の 各 号 の 値 以 下 と し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 前 項 第 2 号 に 掲 げ る 取 引  200 万 円   

(2) 前 項 第 3 号 に 掲 げ る 取 引  10 万 円  



３   会 員 は 、 同 一 の 利 用 者 等 と の 間 で 二 以 上 の 取 引 を 同 時 に 又 は 連 続 し

て 行 う 場 合 に お い て 、 当 該 二 以 上 の 取 引 が 一 回 当 た り の 取 引 の 金 額 を 減

少 さ せ る た め に 一 の 取 引 を 分 割 し た も の の 全 部 又 は 一 部 で あ る こ と が 一

見 し て 明 ら か で あ る も の で あ る と き は 、 当 該 二 以 上 の 取 引 を 一 の 取 引 と

み な し て 、 前 項 の 規 定 を 適 用 す る 。  

（ 特 別 な 注 意 を 要 す る 取 引 等 に 対 す る 措 置 ）  

第 16 条  会 員 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 係 る 取 引 に つ い て 、

通 常 の 取 引 時 確 認 に 加 え 、 第 11 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 厳 格 な 利 用 者

管 理 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

(1) 疑 わ し い 取 引  

(2) 同 種 の 取 引 の 態 様 と 著 し く 異 な る 態 様 で 行 わ れ る 取 引  

(3) 会 員 に お い て リ ス ク が 高 い と 評 価 し て い る 取 引 （ 次 条 各 号 に 掲

げ る 取 引 を 除 く 。）  

２   会 員 は 、 前 項 各 号 に 掲 げ る 取 引 に つ い て は 犯 収 法 第 ４ 条 第 ３ 項 を

適 用 し て は な ら な い 。  

３   会 員 は 、 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 取 引 に つ い て 、 取 引 の 都 度 、 第 11 条

第 １ 項 (1)及 び (2)に 掲 げ る 措 置 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

（ ハ イ リ ス ク 取 引 に 対 す る 措 置 ）  

第 17 条    会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 の う ち 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 取 引 に つ い

て 、 犯 収 法 第 4 条 第 2 項 の 規 定 に よ る 確 認 及 び 当 該 確 認 と と も に 行

う 同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 確 認 （ 以 下 「 厳 格 な 取 引 時 確 認 」 と い

う 。） に 加 え 、 第 11 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 厳 格 な 利 用 者 管 理 を 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

(1) 取 引 の 相 手 方 が 利 用 者 若 し く は そ の 代 表 者 等 （ 会 員 と の 間 で 現

に 取 引 の 任 に 当 た っ て い る 自 然 人 を い う 。 以 下 同 じ 。） に な り す

ま し て い る 疑 い が あ る 取 引 又 は 第 ６ 条 第 １ 項 の 本 人 特 定 事 項 を

偽 っ て い た 疑 い が あ る 場 合 に お け る 当 該 取 引  

(2) マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 が 不 十 分 と 認 め ら れ る 特 定 の 国 又

は 地 域 に 居 住 し 又 は 所 在 す る 利 用 者 と の 取 引 そ の 他 当 該 国 又 は

地 域 に 居 住 し 又 は 所 在 す る 者 に 対 す る 財 産 の 移 転 を 伴 う こ と が

疑 わ れ る 取 引  

(3) 外 国 PEPs(犯 収 法 施 行 令 第 12 条 第 ３ 項 及 び 犯 罪 に よ る 収 益 の

移 転 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 20 年 内 閣 府 ・ 総 務 省 ・ 法

務 省 ・ 財 務 省 ・ 厚 生 労 働 省 ・ 農 林 水 産 省 、 経 済 産 業 省 ・ 国 土 交

通 省 令 第 １ 号 ）（ 以 下 「 犯 収 法 施 行 規 則 」 と い う 。） 第 15 条 に 規

定 す る 者 を い う 。 以 下 同 じ 。 )と の 取 引  

(4) 前 ３ 号 の ほ か 、 会 員 に お い て リ ス ク が 特 に 高 い と 評 価 し て い る

取 引  

２     会 員 は 前 項 各 号 に 掲 げ る 取 引 に つ い て は 犯 収 法 第 ４ 条 第 ３ 項 を 適

用 し て は な ら な い 。  

３     会 員 は 、 第 1 項 各 号 に 掲 げ る 取 引 に つ い て 、 取 引 の 都 度 、 第 11



条 第 １ 項 (1)及 び (2)に 掲 げ る 措 置 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 取 引 時 確 認 の 時 期 ）  

第 18 条  会 員 は 、 通 常 の 取 引 時 確 認 又 は 厳 格 な 取 引 時 確 認 並 び に 第 11 条 第

１ 項 (1)及 び (2)に 掲 げ る 措 置 が 必 要 と な る 場 合 に お い て 、 そ れ ら の 措

置 （ 新 規 利 用 者 に つ い て は 、 利 用 者 受 入 方 針 に 照 ら し 当 該 利 用 者 に 仮

想 通 貨 交 換 業 務 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る こ と の 確 認 を 含 む 。） が

完 了 す る 前 に 、 利 用 者 に 対 し 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 係 る サ ー ビ ス を 提 供

し て は な ら な い 。  

２   前 項 に 加 え 、 会 員 は 、 前 項 に 定 め る 措 置 が 必 要 と な る 場 合 に お い

て 、 そ れ ら の 措 置 が 完 了 す る 前 に 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 を 除 く 一 部 サ

ー ビ ス の 提 供 を 開 始 す る 場 合 に は 、 そ の リ ス ク を 評 価 し 、 当 該 リ ス

ク に 見 合 っ た 低 減 措 置 を 適 切 に 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

３   前 項 に お け る 通 常 の 取 引 時 確 認 又 は 厳 格 な 取 引 時 確 認 の 完 了 と

は 、 会 員 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 方 法 に よ り 利 用 者 又 は 代 表 者 等 の 本 人

特 定 事 項 （ 犯 収 法 第 4 条 第 1 項 第 １ 号 に 定 め る 事 項 を い う 。 以 下 同

じ 。） の 確 認 を 行 う 場 合 に お い て は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る 措 置

の 完 了 を い う も の と す る 。  

(1) 犯 収 法 施 行 規 則 第 ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 ロ 若 し く は ホ 又 は 同 項 第

３ 号 ロ （ 同 規 則 第 12 条 に よ り 準 用 す る 場 合 を 含 む 。） に 掲 げ

る 方 法   当 該 方 法 に お い て 送 付 し た 取 引 関 係 文 書 （ 犯 収 法

第 6 条 第 １ 項 第 １ 号 ロ に 定 め る 取 引 関 係 文 書 を い う 。 以 下 同

じ 。） が 利 用 者 又 は 代 表 者 等 に 到 達 し た こ と を 確 認 す る 措 置  

(2) 犯 収 法 施 行 規 則 第 ６ 条 第 １ 項 第 １ 号 ヘ （ 同 規 則 第 12 条 に よ

り 準 用 す る 場 合 を 含 む 。） に 掲 げ る 方 法   当 該 へ に 定 め る

伝 達 を 受 け た こ と を 確 認 す る 措 置  

（ 厳 格 な 取 引 時 確 認 に お け る 資 産 及 び 収 入 の 状 況 の 確 認 ）  

第 19 条  会 員 は 、 第 17 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ る 取 引 を 行 う 場 合 に は 、 あ ら か

じ め 利 用 者 の 資 産 及 び 収 入 の 状 況 を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 取 引 金 額 に つ い て 敷 居 値 を 設 け 、 当 該 敷 居 値 を 上 回 る 取 引 額 の 場

合 に 限 り 資 産 等 の 確 認 を 行 う こ と と す る こ と が で き る 。  

 

第 ５ 章  確 認 記 録 及 び 取 引 記 録  

 （ 確 認 記 録 の 添 付 資 料 の 取 扱 い 等 ）  

第 20 条  会 員 は 、 犯 収 法 施 行 規 則 第 20 条 第 2 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条

第 1 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の う ち 、 会 員 が リ ス ク 管 理 の 観 点 か ら 用 い る

事 項 を 確 認 記 録 に お い て 省 略 し て は な ら な い 。  

２   会 員 は 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド （ 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識

別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 25 年 法 律 第 27 号 ） 第

2 条 第 7 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 カ ー ド を い う 。） が 本 人 確 認 書 類 と し て

用 い ら れ た 場 合 、 確 認 記 録 に は 、 本 人 確 認 書 類 を 特 定 す る に 足 り る 事

項 と し て 、 発 行 者 や 有 効 期 間 等 、 個 人 番 号 以 外 の 事 項 を 記 載 し な け れ



ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 国 民 年 金 手 帳 が 本 人 確 認 書 類 と し て 用 い ら れ た 場 合 、 確

認 記 録 に は 、 本 人 確 認 書 類 を 特 定 す る に 足 り る 事 項 と し て 、 交 付 年 月

日 等 、 基 礎 年 金 番 号 以 外 の 事 項 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 取 引 記 録 の 作 成 ・ 保 存 ）  

第 21 条  会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 係 る 取 引 を 行 っ た 場 合 、 犯 収 法 第 7 条

第 1 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 犯 収 法 施 行 令 第 15 条 第 １ 項 各 号 に 掲 げ

る 取 引 を 含 め 、 直 ち に 犯 収 法 第 7 条 第 １ 項 に 規 定 す る 記 録 （ 以 下 「 取

引 記 録 」 と い う 。） を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 犯 収 法 上 の 特 定 取 引 に 当 た ら な い 取 引 で あ っ て も 、 仮 想 通

貨 交 換 業 務 に 係 る 取 引 に つ い て は 、 そ の 取 引 記 録 の 作 成 ・ 保 存 が 必 要

と な る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

（ そ の 他 の 記 録 の 保 存 ）  

第 22 条  会 員 は 、 本 人 確 認 資 料 等 の 証 跡 の ほ か 、 利 用 者 と の 取 引 ・ 照 会 等 の

記 録 等 、 適 切 な マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 実 施 に 必 要 な 記 録 を 保

存 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 第 16 条 第 ３ 項 及 び 第 16 条 第 3 項 の 規 定 に よ る 措 置 を 行 っ

た 結 果 に 関 す る 記 録 を 作 成 し 、 確 認 記 録 又 は 取 引 記 録 と と も に そ の 取

引 等 に 関 す る 記 録 を 作 成 し 、 当 該 取 引 又 は 代 理 等 の 行 わ れ た 日 か ら ７

年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ６ 章  疑 わ し い 取 引  

（ 疑 わ し い 取 引 の 判 断 ）  

第 23 条  会 員 は 、 犯 収 法 第 ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 判 断 を 行 う 際 に は 、 同 条 第

２ 項 及 び 犯 収 法 施 行 規 則 第 26 条 及 び 第 27 条 に 従 っ て 判 断 す る ほ か 、

外 国 PEPs 該 当 性 、 利 用 者 が 行 っ て い る 事 業 等 の 利 用 者 属 性 、 国 ・ 地

域 、 利 用 者 属 性 に 照 ら し た 取 引 金 額 ・ 回 数 等 の 取 引 態 様 そ の 他 の 事 情

を 考 慮 し 判 断 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 係 る 全 て の 取 引 に つ い て 前 項 の 判 断 を

す る 必 要 が あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 疑 わ し い 取 引 の 届 出 ）  

第 24 条  会 員 は 、 利 用 者 と の 間 で 行 っ た 取 引 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る と 判 断 し た 場 合 、 直 ち に 金 融 庁 長 官 に 疑 わ し い 取 引 の 届 出 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。  

(1) 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 関 連 し て 収 受 し た 財 産 が 犯 罪 に よ る 収 益 で

あ る 疑 い が あ る と 認 め ら れ る 場 合  

(2) 利 用 者 等 が 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 関 し 組 織 的 犯 罪 処 罰 法 第 10 条

の 罪 若 し く は 麻 薬 特 例 法 第 ６ 条 の 罪 に 当 た る 行 為 を 行 っ て い る

疑 い が あ る と 認 め ら れ る 場 合  

（ 疑 わ し い 取 引 管 理 ）  

第 25 条  会 員 は 、 利 用 者 の 属 性 、 取 引 時 の 状 況 そ の 他 会 員 の 保 有 し て い る 具



体 的 な 情 報 を 総 合 的 に 勘 案 し た 上 で 、 疑 わ し い 取 引 の 該 当 性 に つ い て

適 切 に 検 討 ・ 判 断 し 、 法 律 に 基 づ く 義 務 を 履 行 す る ほ か 、 疑 わ し い 取

引 の 届 出 状 況 等 を 自 ら の リ ス ク 管 理 態 勢 の 強 化 に も 必 要 に 応 じ 活 用 し

な け れ ば な ら な い 。  

２  会 員 は 、 そ の 業 務 内 容 に 応 じ て 、 IT シ ス テ ム や 、 マ ニ ュ ア ル 等 も 活

用 し な が ら 、 疑 わ し い 利 用 者 や 取 引 等 を 検 知 ・ 監 視 ・ 分 析 し な け れ ば

な ら な い 。  

３  会 員 は 、 実 際 に 疑 わ し い 取 引 の 届 出 を 行 っ た 取 引 に つ い て リ ス ク 低

減 措 置 の 実 効 性 を 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 同 種 の 類 型 に 適 用 さ れ る 低 減

措 置 を 見 直 さ な け れ ば な ら な い 。  

４  会 員 は 、 疑 わ し い 取 引 の 届 出 を 複 数 回 行 う な ど 、 疑 わ し い 取 引 を 契

機 に リ ス ク が 高 い と 判 断 し た 利 用 者 に つ い て 、 当 該 リ ス ク に 見 合 っ た

低 減 措 置 を 適 切 に 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ７ 章  業 務 態 勢  

（ 態 勢 整 備 ）  

第 26 条  会 員 は 、 自 ら の 業 務 の 内 容 、 業 容 に 応 じ て シ ス テ ム 、 マ ニ ュ ア ル 等

に よ り 、 疑 わ し い 取 引 等 を 検 出 ・ 監 視 ・ 分 析 す る 態 勢 を 構 築 し な け れ

ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 役 職 員 が 発 見 し た 組 織 的 犯 罪 等 に よ る 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に

係 る サ ー ビ ス の 濫 用 に 関 す る 事 案 に つ い て 適 切 な 報 告 が 行 わ れ る よ

う 、 態 勢 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 取 引 の 不 正 利 用 等 を 防 止 す る た め 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 、 取

引 時 確 認 を 実 施 す る な ど 、 取 引 の 不 正 利 用 に よ る 被 害 防 止 の あ り 方 に

つ い て 検 討 を 行 い 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 捜 査 機 関 等 か ら 仮 想 通 貨 交 換 業 に 係 る 取 引 が 詐 欺 等 の 犯 罪

行 為 に 利 用 さ れ た 旨 の 情 報 の 提 供 が あ っ た と き そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し

て 、 犯 罪 行 為 が 行 わ れ た 疑 い が あ る と 判 断 し た 場 合 に は 、 以 下 の 各 号

に 掲 げ る 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

(1)  犯 罪 行 為 に 利 用 さ れ た 疑 い の あ る 取 引 を 速 や か に 停 止 す る た め

の 措 置  

(2)  口 座 開 設 契 約 等 を 締 結 し て い る 者 が 当 該 契 約 を 犯 罪 行 為 に 利 用

し て い る と 疑 わ れ る 場 合 に は 、 当 該 者 に 対 す る 資 金 の 払 出 し を

停 止 す る た め の 措 置  

(3) 当 該 取 引 と 類 似 す る 他 の 取 引 に つ き 、 リ ス ク 評 価 の 厳 格 化 等 が

必 要 で な い か を 検 討 し 、 そ の 結 果 を リ ス ク 管 理 態 勢 へ 反 映 さ せ

る た め の 措 置  

 (被 害 者 の 救 済 ) 

第 27 条  会 員 は 、 第 26 条 第 ４ 項 に 基 づ き 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 に 係 る 取 引 や

資 金 の 払 出 し を 停 止 し た 場 合 で あ っ て 、 か つ 、 当 該 仮 想 通 貨 交 換 業 務

に 係 る 取 引 が 犯 罪 行 為 に 利 用 さ れ た と 認 め る に 足 り る 相 当 な 理 由 が あ



る 場 合 又 は 口 座 開 設 契 約 等 を 締 結 し て い る 者 が 当 該 契 約 を 犯 罪 行 為 に

利 用 し て い る と 認 め ら れ る に 足 り る 相 当 な 理 由 が あ る 場 合 に は 、 会 員

の 管 理 下 に あ る 当 該 取 引 に 係 る 金 銭 及 び 仮 想 通 貨 を 被 害 者 に 返 金 若 し

く は 返 戻 す る 等 の 被 害 回 復 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ る こ と に 努 め な

け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 取 引 の 不 正 利 用 に 関 す る 裁 判 所 か ら の 調 査 委 託 又 は 弁 護 士

法 に 基 づ く 照 会 等 に 対 し て 、 個 々 の 具 体 的 事 案 毎 に 、 仮 想 通 貨 交 換 業

者 に 課 せ ら れ た 守 秘 義 務 を 勘 案 し つ つ 、 こ れ ら 制 度 の 趣 旨 に 沿 っ て 、

適 切 な 判 断 を 行 う 態 勢 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 規 程 等 の 作 成 ）  

第 28 条  会 員 は 、 本 規 則 の ほ か 犯 収 法 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 ガ イ ド

ラ イ ン そ の 他 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 法 令 諸 規 則 を 遵 守 す

る た め に 必 要 な 措 置 の 実 施 手 順 及 び 対 応 要 領 に 関 す る 規 程 を 作 成 し な

け れ ば な ら な い 。  

（ 情 報 検 索 シ ス テ ム の 導 入 ）  

第 29 条  会 員 は 、 利 用 者 や 会 員 の 株 主 及 び 役 職 員 等 の 本 人 特 定 事 項 等 を 取 得

し た 場 合 、 情 報 検 索 シ ス テ ム を 導 入 す る な ど の 措 置 を 講 じ 、 本 人 特 定

事 項 等 を 円 滑 か つ 効 率 的 に 識 別 で き る よ う に し な け れ ば な ら な い 。   

２   会 員 は 、 利 用 者 に よ る 個 々 の 取 引 に つ い て 、 取 引 類 型 に 係 る 自 ら の

リ ス ク 評 価 も 踏 ま え な が ら 、 異 常 取 引 や 制 裁 リ ス ト に 掲 示 さ れ て い る

者 と の 関 係 性 を 検 知 す る た め に 、 適 切 な 取 引 モ ニ タ リ ン グ 及 び ス ク リ

ー ニ ン グ を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

（ Ｉ Ｔ シ ス テ ム の 活 用 ）   

第 30 条  会 員 は 、 自 ら の 業 務 規 模 ・ 特 性 等 に 応 じ た Ｉ Ｔ シ ス テ ム を 活 用 し 、

次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 自 ら の リ ス ク 評 価 を 反 映 し た シ ナ リ オ ・ 敷 居 値 等 の 抽 出 基 準 を 設

定 す る な ど 、 自 ら の  IT シ ス テ ム を 取 引 モ ニ タ リ ン グ 等 の マ ネ ロ

ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 有 効 な 実 施 に 積 極 的 に 活 用 す る こ と 。  

(2) 自 ら が 導 入 し て い る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る  IT シ ス

テ ム の 設 計 ・ 運 用 等 が 、 自 ら が 行 う リ ス ク の 評 価 に 見 合 っ た も の

と な っ て い る か 定 期 的 に 検 証 し 、 検 証 結 果 を 踏 ま え て 必 要 に 応 じ  

IT シ ス テ ム や そ の 設 計 ・ 運 用 等 に つ い て 改 善 を 図 る こ と 。  

(3) 取 引 の 特 徴 （ 業 種 ・ 地 域 等 ） や 抽 出 基 準 （ シ ナ リ オ ・ 敷 居 値 等 ）

別 の 検 知 件 数 ・ 疑 わ し い 取 引 の 届 出 件 数 等 に つ い て 分 析 を 行 い 、

シ ス テ ム 検 知 以 外 の 方 法 で 得 ら れ た 情 報 も 踏 ま え な が ら 、 シ ナ リ

オ ・ 敷 居 値 等 の 抽 出 基 準 に つ い て 改 善 を 図 る こ と 。  

(4) 利 用 者 や 送 金 先 等 を 検 証 す る フ ィ ル タ リ ン グ シ ス テ ム に つ い て

は 、 制 裁 リ ス ト 等 が 最 新 の も の と な っ て い る か 検 証 す る な ど 、 的

確 な 運 用 を 図 る こ と 。  

(5) 内 部 ・ 外 部 監 査 等 の 独 立 し た 検 証 プ ロ セ ス を 通 じ 、 IT シ ス テ ム の

有 効 性 を 検 証 す る こ と 。  



(6) 他 の 仮 想 通 貨 交 換 業 者 等 と 共 通 の 委 託 先 に 外 部 委 託 す る 場 合 や 、

共 同 シ ス テ ム を 利 用 す る 場 合 で あ っ て も 、 自 ら の 取 引 の 特 徴 や そ

れ に 伴 う リ ス ク 等 に つ い て 分 析 を 行 い 、 当 該 分 析 結 果 を 反 映 し た

委 託 業 務 の 実 施 状 況 の 検 証 、 必 要 に 応 じ た 独 自 の 追 加 的 対 応 の 検

討 等 を 行 う こ と 。  

（ デ ー タ 管 理 ）  

第 31 条   会 員 は 、 確 認 記 録 ・ 取 引 記 録 等 に つ い て 正 確 に 記 録 し 、 か つ 、 デ

ー タ を 正 確 に 把 握 ・ 蓄 積 し 、 分 析 可 能 な 形 で 整 理 す る な ど 、 デ ー タ

を 適 切 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。  

２    会 員 は 、 取 引 時 確 認 記 録 ・ 取 引 記 録 の ほ か 、 リ ス ク の 評 価 や 低 減

措 置 の 実 効 性 の 検 証 等 に 用 い る こ と が 可 能 な 情 報 を 把 握 ・ 蓄 積 し 、

こ れ ら を 分 析 可 能 な 形 で 整 理 す る な ど 適 切 に 管 理 し な け れ ば な ら な

い 。  

３    前 項 の 検 証 等 に 用 い る 情 報 と し て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 情 報 を 把

握 ・ 蓄 積 す る も の と す る 。  

(1) 疑 わ し い 取 引 の 届 出 件 数 （ 国 ・ 地 域 別 、 利 用 者 属 性 別 等 の 内

訳 ）  

(2) 内 部 監 査 や 研 修 （ 関 係 す る 資 格 の 取 得 状 況 を 含 む 。） 等 の 実 施

状 況  

(3) マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 に つ い て の 経 営 陣 へ の 報 告

及 び 経 営 陣 の 議 論 の 状 況  

４    会 員 は 、 把 握 ・ 蓄 積 し た 情 報 を 、 必 要 に 応 じ て 速 や か に 当 局 等 に

提 出 で き る 状 態 を も っ て デ ー タ を 管 理 し な け れ ば な ら な い 。  

（ FinTech 等 の 活 用 ）  

第 32 条  会 員 は 、 新 技 術 の 有 効 性 を 積 極 的 に 検 討 し 、 他 の 仮 想 通 貨 交 換 業 者

等 の 動 向 や 、 新 技 術 導 入 に 係 る 課 題 の 有 無 等 も 踏 ま え な が ら 、 マ ネ ロ

ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 高 度 化 や 効 率 化 の 観 点 か ら 、 FinTech そ の 他

IT の 新 技 術 を 活 用 す る 余 地 が な い か 、 前 向 き な 検 討 に 努 め な け れ ば

な ら な い 。  

 

第 ８ 章  体 制  

（ 経 営 陣 の 関 与 ・ 理 解 ）  

第 33 条  会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 を 経 営 戦 略 等 に お け る 重 要 な

課 題 の 一 つ と し て 位 置 付 け な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 の 経 営 陣 は 、 会 員 に お け る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 対

し て 主 体 的 か つ 積 極 的 に 関 与 し 、 会 員 の 事 業 拠 点 ・ 部 門 横 断 的 な ガ

バ ナ ン ス に よ り 、 継 続 的 に 取 り 組 む た め 、 会 員 に お け る マ ネ ロ ン ・

テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 実 施 状 況 （ マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 ガ イ ド

ラ イ ン 記 載 の 「 対 応 が 期 待 さ れ る 事 項 」 の 実 施 に 向 け た 取 組 み 状 況

を 含 む 。） 及 び そ の 改 善 の 要 否 に 関 す る 責 任 部 署 の 所 見 並 び に そ の 理

由 に 関 す る 報 告 を 定 期 的 に 受 け 、 当 該 報 告 の 内 容 に 応 じ 、 必 要 な 指



示 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 役 員 の 中 か ら 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 責 任

を 担 う 者 を 任 命 し 、 職 務 を 全 う す る に 足 る 必 要 な 権 限 等 を 付 与 し な

け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 前 項 の 役 員 に 対 し 、 職 務 の 執 行 に 必 要 な 情 報 を 適 時 ・ 適

切 に 提 供 し 、 当 該 役 員 が マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に つ い て 内 外

に 説 明 で き る 態 勢 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 門 に と ど ま ら ず 、

マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 係 す る 全 て の 管 理 部 門 と そ の 責 務

を 明 ら か に し 、 そ れ ぞ れ の 部 門 の 責 務 に つ い て 認 識 を 共 有 す る と と

も に 、 主 管 部 門 と 他 の 関 係 部 門 が 協 働 す る 態 勢 （ 当 該 部 門 と そ の 担

当 役 員 が 協 働 ・ 連 携 す る 態 勢 を 含 む 。） を 整 備 し 、 密 接 な 情 報 共 有 ・

連 携 が 図 れ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

６   会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 重 要 性 を 踏 ま え た 上 で 、

業 務 対 応 す る 部 門 へ の 専 門 性 を 有 す る 人 材 の 配 置 及 び 必 要 な 予 算 の

配 分 等 、 適 切 な 資 源 配 分 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

７   会 員 の 経 営 陣 は 、 職 員 へ の マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 す る

研 修 等 に 自 ら 参 加 す る な ど 、 積 極 的 に 関 与 し な け れ ば な ら な い 。  

８   会 員 は 、 役 職 員 の 人 事 ・ 報 酬 制 度 等 に お い て 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資

金 供 与 対 策 の 遵 守 ・ 取 組 み 状 況 等 が 適 切 に 勘 案 さ れ る よ う 努 め な け

れ ば な ら な い 。  

（ 統 括 管 理 者 の 選 任 ）  

第 34 条   会 員 は 、 前 条 第 2 項 に 規 定 す る 役 員 を も っ て 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資

金 供 与 対 策 の 統 括 管 理 者 と し 、 本 規 則 及 び 犯 収 法 そ の 他 マ ネ ロ ン ・

テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 法 令 諸 規 則 及 び マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対

策 ガ イ ド ラ イ ン の 遵 守 に か か る 教 育 訓 練 の 実 施 、 内 部 規 程 の 作 成 、

同 法 の 遵 守 状 況 の 監 査 等 、 取 引 時 確 認 等 の 的 確 な 実 施 の た め に 必 要

な 業 務 の 一 元 的 ・ 効 率 的 な 指 揮 ・ 監 督 に あ た ら せ る も の と す る 。  

（ 担 当 部 署 の 設 置 ）  

第 35 条  会 員 は 、 疑 わ し い 取 引 の 届 出 を 行 う べ き 場 合 に 該 当 す る か を 一 元 的

に 集 約 ・ 判 断 す る 部 署 を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 第 1 線 ・ 第 2 線 に よ る 管 理 ）  

第 36 条  会 員 は 、 営 業 部 門 等 （ 以 下 「 第 1 線 」 と い う 。） に 属 す る 全 て の 職

員 が 、 自 ら の 部 門 ・ 職 務 に お い て 必 要 な マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策

に 係 る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 十 分 理 解 し 、 リ ス ク に 見 合 っ た 低 減 措 置

を 的 確 に 実 施 で き る よ う に し な け れ ば な ら な い 。   

２   会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等

に お け る 各 職 員 の 責 務 等 を 分 か り や す く 明 確 に 説 明 し 、 第 1 線 に 属

す る 全 て の 職 員 が 共 有 で き る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 部 門 や リ ス ク 管 理 部 門 等 の 管 理 部 門

（ 以 下 「 第 ２ 線 」 と い う 。） の 機 能 を も っ て 、 第 1 線 に お け る マ ネ ロ



ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 遵 守 状 況 を 日 常

的 に 確 認 す る ほ か 、 低 減 措 置 の 有 効 性 の 検 証 等 を 通 じ て 、 マ ネ ロ

ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 態 勢 が 有 効 に 機 能 し て い る か 、 独 立 し

た 立 場 か ら 監 視 し な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 第 1 線 に 対 し 、 第 ２ 線 を 通 じ て 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供

与 に 係 る 情 報 の 提 供 や 質 疑 へ の 応 答 を 行 う ほ か 、 具 体 的 な 対 応 方 針

等 に つ い て 協 議 を す る な ど 、 十 分 な 支 援 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。   

５   会 員 は 、 第 ２ 線 に マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 適 切 な 知 識

及 び 専 門 性 等 を 有 す る 職 員 を 配 置 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 内 部 監 査 の 実 施 等 ）  

第 37 条  会 員 は 、 内 部 監 査 部 門 を 設 け 、 次 の 各 号 そ の 他 会 員 が 必 要 と 認 め る

事 項 を も っ て 監 査 計 画 を 策 定 し 、 第 1 線 や 第 ２ 線 か ら 独 立 し た 立 場

か ら 、 定 期 的 に 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 提 供 対 策 に 係 る 内 部 監 査 を 適 切

に 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 適 切

性  

(2) 当 該 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 遂 行 す る 職 員 の 専 門 性 ・ 適 合 性 等  

(3) 職 員 に 対 す る 研 修 の 実 効 性  

(4) 異 常 取 引 の 検 知 状 況  

(5) 検 知 基 準 の 有 効 性 等 を 含 む IT シ ス テ ム の 運 用 状 況  

(6) 検 知 し た 取 引 に つ い て の リ ス ク 低 減 措 置 の 実 施 、 疑 わ し い 取 引

の 届 出 状 況  

２   会 員 は 、 内 部 監 査 部 門 を 通 じ て 、 独 立 し た 立 場 か ら 、 全 社 的 な マ

ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針 ・ 手 続 き ・ 計 画 等 の 有 効 性 に

つ い て 定 期 的 に 検 証 さ せ 、 必 要 に 応 じ て 、 方 針 ・ 手 続 き ・ 計 画 等 の

見 直 し 、 対 策 の 高 度 化 の 必 要 性 等 を 提 言 ・ 指 摘 さ せ な け れ ば な ら な

い 。  

３   会 員 は 、 自 ら の 直 面 す る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク に 照 ら し

て 、 内 部 監 査 の 対 象 ・ 頻 度 ・ 手 法 等 を 適 切 な も の と し な け れ ば な ら

な い 。  

４   会 員 は 、 リ ス ク が 高 い と 判 断 し た 業 務 等 以 外 に つ い て も 、 一 律 に

内 部 監 査 の 対 象 か ら 除 外 せ ず 、 頻 度 や 深 度 を 適 切 に 調 整 し て 監 査 を

行 う な ど の 必 要 な 対 応 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 内 部 監 査 部 門 が 実 施 し た 内 部 監 査 の 結 果 を 監 査 役 及 び 経

営 陣 に 報 告 す る と と も に 、 監 査 結 果 の フ ォ ロ ー ア ッ プ や 改 善 に 向 け

た 助 言 を 内 部 監 査 部 門 に 行 わ せ な け れ ば な ら な い 。  

６   会 員 は 、 内 部 監 査 部 門 に マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 適 切

な 知 識 及 び 専 門 性 等 を 有 す る 職 員 を 配 置 し な け れ ば な ら な い 。  

（ PDCA）   

第 38 条   会 員 は 、 自 ら の 業 務 分 野 ・ 営 業 地 域 や マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 に

関 す る 動 向 等 を 踏 ま え た リ ス ク を 勘 案 し 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対



策 に 係 る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 策 定 し 、 利 用 者 受 入 方 針 、 利 用 者 管

理 、 記 録 保 存 等 の 具 体 的 な 手 法 等 に つ い て 、 全 社 的 に 整 合 的 な 形 で 、

こ れ を 適 用 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 リ ス ク の 特 定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等

が 実 効 的 な も の と な っ て い る か 、 各 部 門 ・ 営 業 店 等 へ の 監 視 等 も 踏

ま え つ つ 、 不 断 の 検 証 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 リ ス ク 低 減 措 置 を 講 じ て も な お 残 存 す る リ ス ク を 評 価

し 、 リ ス ク 低 減 措 置 の 改 善 や 第 ２ 線 に よ る 更 な る 措 置 の 実 施 の 必 要

性 に つ き 、 検 討 し な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 第 ２ 線 及 び 内 部 監 査 部 門 に お い て 、 例 え ば 、 内 部 情 報 、

内 部 通 報 、 職 員 か ら の 質 疑 等 の 情 報 も 踏 ま え て 、 リ ス ク 管 理 態 勢 の

実 効 性 を 検 証 し な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 前 項 に お け る 実 効 性 の 検 証 の 結 果 、 更 な る 改 善 の 余 地 が

認 め ら れ る 場 合 に は 、 リ ス ク の 特 定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 手 法 自 体

も 含 め た 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 や 管 理 態 勢 等 に つ い て も 必 要 に 応 じ 見

直 し を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

６   会 員 は 、 必 要 に 応 じ 、 外 部 専 門 家 等 に よ る レ ビ ュ ー を 受 け る も の

と す る 。  

７   会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 を 実 施 す る た め に 、 自 ら の

規 模 ・ 特 性 ・ 業 容 等 を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ 、 所 管 す る 専 担 部 室 を 設

置 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ グ ル ー プ ベ ー ス の 管 理 態 勢 ）  

第 39 条    会 員 が グ ル ー プ （ 海 外 拠 点 を 含 む 。） を 形 成 し て い る 場 合 に は 、 会

員 は 、 グ ル ー プ と し て 一 貫 し た マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方

針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 策 定 し 、 業 務 分 野 や 営 業 地 域 等 を 踏 ま え つ つ 、 利

用 者 受 入 方 針 、 利 用 者 管 理 、 記 録 保 存 等 の 具 体 的 な 手 法 等 に つ い て 、

グ ル ー プ 全 体 で 整 合 的 な 形 で 、 こ れ を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 グ ル ー プ 全 体 と し て の リ ス ク 評 価 や 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資

金 供 与 対 策 の 実 効 性 確 保 等 の た め に 必 要 な グ ル ー プ 内 で の 情 報 共 有

態 勢 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 （ 海 外 拠 点 等 を 有 す る 場 合 に 限 る 。 以 下 第 4 項 か ら 第 ６ 項 に

お い て 同 じ 。） は 、 各 海 外 拠 点 等 に 適 用 さ れ る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供

与 対 策 に 係 る 法 規 制 等 を 遵 守 す る ほ か 、 各 海 外 拠 点 等 に 内 在 す る リ

ス ク の 特 定 ・ 評 価 を 行 い 、 可 視 化 し た 上 で 、 リ ス ク に 見 合 う 人 員 配

置 を 行 う な ど の 方 法 に よ り 適 切 な グ ル ー プ 全 体 で の 低 減 措 置 を 講 じ

な け れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 各 海 外 拠 点 等 に 適 用 さ れ る 情 報 保 護 法 制 や 外 国 当 局 の ス

タ ン ス 等 を 理 解 し た 上 で 、 グ ル ー プ 全 体 と し て 整 合 的 な 形 で マ ネ ロ

ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 を 適 時 ・ 適 切 に 実 施 す る た め 、 異 常 取 引 に 係

る 利 用 者 情 報 ・ 取 引 情 報 及 び そ の 分 析 結 果 や 疑 わ し い 取 引 の 届 出 状

況 等 を 含 む 、 必 要 な 情 報 の 共 有 や 統 合 的 な 管 理 等 を 円 滑 に 行 う こ と



が で き る 態 勢 （ 必 要 な IT シ ス テ ム の 構 築 ・ 更 新 を 含 む 。） を 構 築 し

な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 海 外 業 務 展 開 の 戦 略 策 定 に 際 し て は 、 こ

う し た 態 勢 整 備 の 必 要 性 を 踏 ま え た も の と し な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 各 海 外 拠 点 等 の 属 す る 国 ・ 地 域 の 法 規 制 等 が 、 我 が 国 よ

り も 厳 格 で な い 場 合 に は 、 当 該 海 外 拠 点 等 も 含 め 、 我 が 国 金 融 機 関

等 グ ル ー プ 全 体 の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 整 合 的 な 形 で 適 用 ・ 実 施

し 、 こ れ が 当 該 国 ・ 地 域 の 法 令 等 に よ り 許 容 さ れ な い 場 合 に は 、 次

の 各 号 の 事 項 を 速 や か に 金 融 庁 又 は 本 店 所 在 地 を 管 轄 す る 財 務 局 に

情 報 を 提 供 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 当 該 国 ・ 地 域  

(2) マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 を 講 じ る こ と が で き な い 具 体 的 な

理 由  

(3) 仮 想 通 貨 交 換 業 務 が マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 に 利 用 さ れ る こ と

を 防 止 す る た め の 代 替 措 置 を 取 っ て い る 場 合 に は 、 そ の 内 容  

６   会 員 が 外 国 仮 想 通 貨 交 換 業 者 グ ル ー プ の 在 日 拠 点 で あ る 場 合 、 グ

ル ー プ 全 体 と し て の マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 態 勢 及 び 国

内 の 仮 想 通 貨 交 換 業 者 と の 取 引 状 況 に つ い て 、 当 局 等 を 含 む ス テ ー

ク ホ ル ダ ー に 説 明 責 任 を 果 た さ な け れ ば な ら な い 。  

（ 職 員 の 確 保 、 育 成 等 ）  

第 40 条   会 員 は 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 わ る 職 員 に つ い て 、 そ

の 役 割 に 応 じ て 必 要 と さ れ る 知 識 、 専 門 性 の 保 有 状 況 ほ か 、 取 引 時

確 認 等 の 措 置 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 職 務 へ の 適 合 性 に つ い て 、

採 用 や 研 修 等 を 通 じ て 継 続 的 に 確 認 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、 取 引 時 確 認 等 の 措 置 が 的 確 に 行 わ れ る た め に 必 要 な 能 力

を 有 す る 者 を 採 用 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

３   会 員 は 、 役 職 員 が 、 そ の 役 割 に 応 じ て 、 利 用 者 管 理 の 具 体 的 方 法

に つ い て 的 確 に 理 解 す る こ と が で き る よ う 、 分 か り や す い 資 料 等 を

用 い て 周 知 徹 底 を 図 る と 共 に 、 適 切 か つ 継 続 的 な 研 修 等 を 行 わ な け

れ ば な ら な い 。  

４   会 員 は 、 当 該 研 修 等 の 内 容 が 、 自 ら の 直 面 す る リ ス ク に 適 合 し 、

必 要 に 応 じ 最 新 の 法 規 制 、 内 外 の 当 局 等 の 情 報 を 踏 ま え た も の で あ

り 、 ま た 、 職 員 等 へ の 徹 底 の 観 点 か ら 改 善 の 余 地 が な い か 分 析 ・ 検

討 し な け れ ば な ら な い 。  

５   会 員 は 、 研 修 等 の 効 果 に つ い て 、 研 修 内 容 の 遵 守 状 況 の 検 証 や 職

員 等 に 対 す る フ ォ ロ ー ア ッ プ 等 の 方 法 に よ り 、 確 認 し な け れ ば な ら

な い 。  

６   会 員 は 、 全 社 的 な 疑 わ し い 取 引 の 届 出 状 況 及 び 第 ２ 線 に 寄 せ ら れ

る 質 問 内 容 ・ 気 づ き 等 を 第 1 線 に 還 元 す る ほ か 、 第 1 線 内 に 当 該 情

報 を 各 職 員 に 的 確 に 周 知 さ せ る な ど 、 第 1 線 に お け る リ ス ク 認 識 を

深 め な け れ ば な ら な い 。  

７   海 外 拠 点 等 を 有 す る 会 員 グ ル ー プ に お い て 、 各 海 外 拠 点 等 の リ ス



ク 評 価 の 担 当 者 に 対 し て 、 単 に リ ス ク 評 価 の 手 法 に つ い て の 資 料 等

を 作 成 ・ 配 布 す る の み な ら ず 、 リ ス ク 評 価 の 重 要 性 や 正 確 な 実 施 方

法 に 係 る 研 修 を 当 該 拠 点 等 の 特 殊 性 等 を 踏 ま え て 実 施 し 、 そ の 研 修

内 容 に つ い て も 定 期 的 に 見 直 す よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

８   海 外 拠 点 等 を 有 し 、 海 外 業 務 が 重 要 な 地 位 を 占 め る 会 員 グ ル ー プ

に お け る リ ス ク 評 価 の 担 当 者 が 、 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 に 係 る 国

際 的 な 動 向 に つ い て 、 有 効 な 研 修 や 関 係 す る 資 格 取 得 に 努 め る よ う

態 勢 整 備 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 外 部 委 託 先 等 の 管 理 ）  

第 41 条  会 員 は 、 仮 想 通 貨 交 換 業 務 又 は マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る

業 務 を 外 部 の 第 三 者 （ 以 下 「 外 部 委 託 先 等 」 と い う 。） に 委 託 等 す る

場 合 に お い て も 、 当 該 業 務 等 を 自 ら の マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 に

お け る リ ス ク ベ ー ス ・ ア プ ロ ー チ の 枠 組 み の 下 で 位 置 付 け 、 リ ス ク の

特 定 ・ 評 価 ・ 低 減 の 措 置 を 着 実 に 実 行 す る た め に 必 要 な 委 託 先 等 管 理

に 係 る 体 制 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

２   会 員 は 、外 部 委 託 先 等 と の 間 で 委 託 契 約 等 を 締 結 す る 場 合 に は 、あ

ら か じ め 取 引 時 確 認 、 取 引 モ ニ タ リ ン グ そ の 他 マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供

与 対 策 に 係 る 業 務 の 分 担 及 び 責 任 の 所 在 に つ い て 合 意 し な け れ ば な

ら な い 。  

 

 

附 則  

こ の 規 則 は 、 2018 年 10 月 24 日 か ら 施 行 す る 。  

 

  



マ ネ ー ・ ロ ー ン ダ リ ン グ 及 び テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 す る 規 則 に 関 す る  

ガ イ ド ラ イ ン  

 

（ 2018 年  ７ 月 30 日   制  定 ）  

（ 2018 年 10 月 23 日  一 部 改 正 ）  

 

第 １ 条 関 係  

仮 想 通 貨 交 換 業 者 は 、マ ネ ー・ロ ー ン ダ リ ン グ 及 び テ ロ 資 金 供 与（ 以 下「 マ

ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 」 と い う 。） 対 策 を 、 法 令 遵 守 の 観 点 か ら 捉 え る の み な

ら ず 、 リ ス ク 管 理 の 観 点 か ら も 捉 え る 必 要 が あ り ま す 。  

こ の 点 、例 え ば ウ ォ レ ッ ト・サ ー ビ ス 等「 仮 想 通 貨 交 換 業 務 」に 包 含 さ れ な

い 業 務 に つ い て も 適 切 に リ ス ク の 特 定・評 価 を 行 う ほ か 、当 該 業 務 の リ ス ク に

見 合 っ た リ ス ク 低 減 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ り ま す 。  

ま た 、会 員 は 、利 用 者 と の 間 で 発 生 す る 取 引 だ け で は な く 、例 え ば 慈 善 団 体

等 へ の 寄 付 や 役 職 員 採 用 等 企 業 体 と し て の 活 動 に つ い て も 適 切 に リ ス ク 管 理

を 講 ず る 必 要 が あ り ま す 。  

第 ４ 条 関 係  リ ス ク の 特 定 と は 、 自 社 等 が い か な る 場 面 で マ ネ ロ ン ・ テ ロ

資 金 供 与 リ ス ク に 晒 さ れ 得 る か を 、 具 体 的 に 明 ら か に す る 作 業 で す 。  

リ ス ク に は 様 々 な 捉 え 方 が あ る が 、 金 融 が 直 面 す る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供

与 リ ス ク の 観 点 で は 、 第 ４ 条 に 挙 げ ら れ て い る 以 下 の 要 素 を 最 低 限 勘 案 す る

こ と が 求 め ら ま す 。  

✓ 提 供 さ れ る 商 品 ・ サ ー ビ ス （ 例 ： 取 り 扱 う 仮 想 通 貨 ）  

✓ 取 引 の 形 態 （ 入 金 出 金 に 他 者 名 義 口 座 利 用 を 許 す か 等 も 含 む ）  

✓ 地 理 的 要 素（ マ ネ ロ ン ・テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク が 高 い と さ れ る 国・

地 域 、 営 業 拠 点 、 顧 客 の 居 住 地 等 の 切 り 口 で 各 々 勘 案 す る ）  

✓ 利 用 者 の 属 性 （ 職 業 、 取 引 の 目 的 、 資 産 ・ 収 入 の 原 資 ）  

し た が っ て 、「 送 金 の リ ス ク 」等 の 単 一 の 区 分 の み で は リ ス ク を 正 確 に 特 定

す る こ と は 困 難 と 考 え ら れ ま す 。警 察 庁・犯 罪 収 益 移 転 危 険 度 調 査 書 の ほ か 、

金 融 庁 の 提 供 事 例 、自 社 等 に お け る 疑 わ し い 取 引 の 届 出 事 例 、営 業 部 門 や 取 引

時 確 認 担 当 部 門 等 第 １ 線 に お い て 集 積 さ れ た 具 体 事 例 等 も 参 考 に し 、 い か な

る 場 面 に リ ス ク が 潜 ん で い る か を 検 討 す る 必 要 が あ り ま す 。  

リ ス ク 特 定 結 果 の 文 書 化 に あ た っ て は 、 前 述 の よ う な リ ス ク 要 素 に つ い て

各 々 リ ス ク を 特 定 し 、 明 記 す る こ と が 考 え ら れ ま す 。  

 

第 ４ 条 第 ４ 項 関 連  

新 規 事 業・商 品 導 入 前 に 、同 事 業・商 品 に 伴 う マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 の リ

ス ク を 特 定・評 価 の 上 、低 減 措 置 に つ い て も 検 討 す る 態 勢 と な っ て い る 必 要 が

あ り ま す 。  

 

第 ４ 条 第 ５ 項 関 連  



こ う し た 検 証 に あ た っ て は 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 部 門 ・ リ ス ク 管 理 部 門 等 の

マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 門 の み で 実 施 す る の で は な く 、例 え ば 、

営 業 部 門・営 業 統 括 部 門 、取 引 時 確 認 担 当 部 門 や 、シ ス テ ム 部 門 等 の 職 員 が ワ

ー ク シ ョ ッ プ 形 式 等 に よ り 集 ま っ て リ ス ク 要 因 を 列 挙 す る こ と や 、 部 門 ご と

に 疑 わ し い 取 引 の 届 出 に つ な が っ た 事 例 を 分 析 し こ の 結 果 を 集 約 す る こ と 等

に よ り 、 自 社 等 が 有 す る 内 部 情 報 を 十 分 に 活 用 す る こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 

第 ５ 条 関 係  

リ ス ク の 評 価 と は 、特 定 し た リ ス ク に つ い て 、リ ス ク が 顕 在 化 す る 可 能 性

と 顕 在 化 し た 場 合 の 影 響 度（ レ ピ ュ テ ー シ ョ ン の 低 下 に よ る 取 引 忌 避 等 の 影

響 を 含 む ） の 両 面 か ら 、 リ ス ク の 大 き さ を 評 価 す る 作 業 で す 。  

「 具 体 的 か つ 客 観 的 な 」評 価 に お い て は 、自 社 の 状 況 を 包 括 的 に 把 握 す る

た め 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 門 と 、営 業 部 門 や 取 引 時 確 認 担

当 部 門 等 の 他 の 関 連 部 門 と が 連 携 し 内 部 情 報 を 集 約 す る 必 要 が あ り ま す 。そ

の 次 に 各 部 門 が 、そ の 関 与 す る 分 野 の リ ス ク 評 価 を 行 う に あ た り 、全 社 的 な

比 較 が 可 能 と な る よ う 共 通 の 目 線 で 策 定 さ れ て い る 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、リ ス ク の 特 定 と リ ス ク の 評 価 は 、実 務 上 、一 連 の 作 業 と し て 並 行 し

て 実 施 す る こ と も 考 え ら れ ま す 。  

リ ス ク の 特 定・評 価 す る こ と に よ り 、残 存 リ ス ク が 自 社 で 許 容 で き る も の

で あ る か 、 経 営 判 断 に 用 い る こ と も で き る と 考 え ら れ ま す 。 評 価 し た 結 果 、

各 々 の リ ス ク に つ い て 、自 社 に お い て 低 減 措 置 が あ る か 、残 存 リ ス ク を 自 社

と し て 許 容 す る か 否 か の 経 営 判 断 は あ っ て し か る べ き で あ り 、そ の 内 容 も 併

せ て 評 価 書 に 記 載 す る こ と も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 ５ 条 関 係 第 ２ 項 関 係  

リ ス ク 評 価 の 結 果 に つ い て 、保 存 方 法 は 問 わ れ ま せ ん が 、社 内 決 裁 を 経 た

最 終 版 が 特 定 で き 、か つ 評 価 に 用 い た 数 値・ 関 係 資 料 、関 係 打 ち 合 わ せ の 内

容 が 確 認 で き る も の な ど が 共 に 保 存 さ れ て い る 必 要 が あ り ま す 。こ う す る こ

と に よ り 、当 局 の 求 め に 応 じ い つ で も 提 示 で き る よ う に な る の み な ら ず 、リ

ス ク 評 価 の 根 拠 に つ い て 、 透 明 化 が 図 ら れ る た め で す 。  

 

第 ５ 条 第 3 項 関 係  

リ ス ク の 特 定・評 価 に つ い て は 、定 期 的 に（ 少 な く と も 年 １ 回 ）見 直 す 必

要 が あ る ほ か 、例 え ば 、疑 わ し い 取 引 の 届 出 の 取 引 類 型 毎 の 件 数 に 著 し い 増

減 が あ る 場 合 や 、他 社 等 で 不 芳 事 例 が 見 ら れ た 場 合 等 に 、見 直 し の 必 要 性 を

再 検 討 す る こ と 等 が 重 要 と な り ま す 。リ ス ク 評 価 の 見 直 し の 頻 度 に つ い て 規

定 す る に あ た っ て は 、定 期 的 な 見 直 し の 頻 度 の ほ か 、ど の よ う な 場 合 に リ ス

ク 評 価 の 見 直 し を 実 施 す る の か を 具 体 的 に 挙 げ る こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 

第 ５ 条 第 ４ 項 関 係  



例 え ば 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 責 任 を 担 う 役 員 が 主 宰 す る 会

議 体 に お い て リ ス ク の 特 定・評 価 の 結 果 を 検 討 す る こ と や 、リ ス ク の 評 価 の

手 法 等 に つ い て 当 該 役 員 の 承 認 を 得 る こ と 等 も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 5 条 第 5 項 関 係  

本 項 の 要 点 は 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 と し て 、自 社 の 業 務 に お け る

リ ス ク の 状 況 を 一 覧 的 に 確 認 で き る よ う に し て 、具 体 的 な 対 策 に 取 り 組 む 優

先 順 位 や 業 務 等 の 相 互 の 関 係 か ら 効 果 的 な 対 策 な ど を 見 出 す た め の 基 盤 を

作 る こ と に あ り ま す 。仮 想 通 貨 交 換 業 専 業 者 で あ っ て も 、た と え ば「 取 引 種

別 」に は 、「 預 託 業 務 」「 仮 想 通 貨 送 金 業 務 」「 法 定 通 貨 出 納 業 務 」な ど の 業 務

区 分 も 考 え ら え ま す 。ま た 、取 引 の 相 手 方 に お い て は「（ 居 住・所 在・出 身 ）

国・地 域 」「 職 業 」「 年 齢（ 生 年 月 日 ）」「 資 産・収 入 の 原 資 」な ど の 属 性 や「 取

引 数 量 」「 入 出 金 額 」「 受 入・送 付 仮 想 通 貨 量 」「 取 引 法 定 通 貨 の 通 貨 種 類 」な

ど の 区 分 も 考 え ら れ ま す 。こ う し た 項 目 各 々 へ の マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対

策 の 観 点 か ら リ ス ク 度 を 設 定 し 、合 計 点 な ど か ら マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対

策 の 観 点 で の 総 合 的 な リ ス ク を 評 価 す る こ と に よ っ て リ ス ク・マ ッ プ と す る

こ と も で き ま す 。  

 

第 6 条 関 係  

例 え ば 、「 国・地 域 」に つ い て 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 観 点 か ら リ

ス ク ラ ン ク（ 点 数 ）を 設 け 、評 価 対 象 の 利 用 者 の 居 住 地 に 応 じ て 当 該 利 用 者

に 点 数 を 付 け ま す 。同 じ よ う に「 国 ・ 地 域 」以 外 の 属 性 要 素 の う ち 、マ ネ ロ

ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 わ り の あ る リ ス ク 項 目 に つ い て 点 数 化 し て 、利 用

者 ご と に 総 合 点 を つ け て 、一 定 以 上 の 点 数 と な っ た 利 用 者 に つ い て は 取 引 状

況 等 を モ ニ タ リ ン グ す る な ど の 対 策 も 考 え ら れ ま す 。な お 、「 国・地 域 」を 例

に 考 え て も 、そ の マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 上 の 評 価 は 不 変 で は な く 、腐

敗 度 や 規 制 環 境 の 変 化 等 ト リ ガ ー イ ベ ン ト に よ る 変 更 が 想 定 さ れ ま す 。ま た 、

地 勢 上 の リ ス ク を 評 価 す る 項 目 が 「 居 住 地 」 の み で 十 分 で あ る か （ 例 え ば 、

「 出 身 地 」 も 項 目 と し て 加 え る な ど ） と い う 点 も 継 続 的 な 検 証 が 必 要 で す 。

し た が っ て 、こ う し た マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 上 の 評 価 に 用 い る 評 価 項

目 と 配 点 は 、年 に 一 回 や ト リ ガ ー イ ベ ン ト の 発 生 時 に お い て 適 宜 、見 直 し を

図 る 必 要 が あ り ま す（ な お 、見 直 し を 行 っ た 結 果 、修 正 が 不 要 と 判 断 す る こ

と も あ り 得 ま す ）。  

利 用 者 毎 の リ ス ク 評 価 に あ た っ て は 、実 際 の 利 用 者・取 引 が 、特 定・評 価

し た リ ス ク 要 因 の う ち い ず れ に 該 当 す る か を 個 別 具 体 的 に 確 認・調 査 し 、複

数 の リ ス ク 要 因 に 該 当 す る 場 合 に は そ の 組 合 せ も 含 め て 、き め 細 か く 、当 て

は め を 実 施 し て い く こ と が 重 要 で す 。  

利 用 者 や 取 引 に 該 当 す る リ ス ク 要 因 を 確 認・調 査 す る に 当 た っ て は 、対 応

項 目・手 順 等 を 明 記 し た ヒ ア リ ン グ シ ー ト 、チ ェ ッ ク リ ス ト 、確 認 マ ニ ュ ア

ル 等 を 整 備 し て 、職 員 に よ る 適 切 な 対 応 を 可 能 と す る と と も に 、形 式 的 に チ



ェ ッ ク リ ス ト 等 へ の 該 当 性 の 有 無 の み を 確 認 す る よ う な 運 用 と な る こ と を

防 ぐ た め 、職 員 に 対 し て 検 証 点 及 び 検 証 す べ き 理 由 を 周 知・浸 透 さ せ 、確 認・

調 査 の 精 度 を 高 め て 十 分 な 情 報 を 取 得 す る こ と が 重 要 と な り ま す 。  

リ ス ク 要 因 の 組 合 せ に つ い て は 、リ ス ク 要 因 ご と に 配 点 等 を 付 し 、各 利 用

者・取 引 に つ い て 、該 当 す る リ ス ク 要 因 の 配 点 等 を 組 み 合 わ せ て リ ス ク 評 価

を 実 施 す る 方 法（ 利 用 者 リ ス ク 格 付 方 式 ）の ほ か 、比 較 的 簡 素 な 方 法 と し て 、

各 リ ス ク 要 因 を 書 き 出 し た 上 で 、実 際 の 利 用 者・取 引 に 対 し て 、該 当 す る リ

ス ク 要 因 の 個 数 等 に 応 じ て 、低 減 措 置 を 検 討（ レ ッ ド フ ラ ッ グ 方 式 ）す る こ

と も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 ７ 条 関 係  

リ ス ク の 低 減 と は 、特 定・評 価 し た リ ス ク を 、実 際 の 利 用 者・取 引 に 当 て

は め 、例 え ば 、第 １ 線 で の 追 加 調 査 や 、調 査 結 果 を 踏 ま え た 第 ２ 線 に よ る 取

引 承 認 等 に よ り 、自 社 が マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 に 関 与 す る 危 険 性 を 減 少 さ

せ る 措 置 を 講 ず る 作 業 で す 。  

リ ス ク の 程 度 に 応 じ て 、確 認 項 目 の 粒 度 や 頻 度 、検 知 の 精 度 等 の リ ス ク 低

減 措 置 の 深 度 を 変 更 す る こ と に よ り 、利 用 者 か ら の 取 引 要 請 等 に 合 理 的 に 応

え な が ら 、必 要 に 応 じ て 深 度 あ る 検 証 を 実 施 す る こ と が 可 能 と な り ま す 。例

え ば 、 リ ス ク が 高 い 場 合 に は 、 通 常 の 確 認 事 項 に 加 え て 追 加 質 問 （ 例 え ば 、

利 用 者 の 関 係 者 に 係 る 質 問 等 も 含 む ）を 実 施 す る こ と や 、通 常 行 う 定 期 的 な

利 用 者 確 認 よ り も 頻 度 を 高 め 少 な く と も 年 に １ 回 以 上 実 施 す る こ と 、 ま た 、

取 引 モ ニ タ リ ン グ の シ ナ リ オ の 本 数 を 増 加 さ せ た り 、敷 居 値 を 下 げ た り す る

こ と 等 も 考 え ら れ ま す 。  

確 認・調 査 の 結 果 を 踏 ま え て も 、な お 相 当 程 度 の リ ス ク が 残 存 す る と 考 え

ら れ る 場 合 に は 、追 加 の 確 認・調 査 を 求 め る こ と が 必 要 と な る ほ か 、必 要 と

さ れ る 情 報 の 提 供 を 利 用 者 か ら 受 け ら れ な い 場 合 な ど 、自 ら 定 め る 適 切 な 利

用 者 管 理 を 実 施 で き な い と 判 断 し た 利 用 者・取 引 等 に つ い て は 、取 引 の 謝 絶

を 行 う こ と 等 を 含 め 、リ ス ク 遮 断 を 図 る こ と を 検 討 し な け れ ば な ら な り ま せ

ん 。ま た 、そ の 際 、マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 名 目 で 合 理 的 な 理 由 な く

謝 絶 等 を 行 わ な い こ と が 必 要 と な り ま す 。  

な お 、こ れ ら の 低 減 措 置 の 具 体 的 内 容 を 、リ ス ク で は な く 、自 社 の 資 源 に

応 じ て 決 定 す る こ と の な い よ う に 留 意 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

第 8 条 関 係  

利 用 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針（ 以 下「 利 用 者 受 入 方 針 」と い う 。）は 、営 業

部 門 や 取 引 時 確 認 担 当 部 門 等 が 、実 際 の 利 用 者 へ の 対 応 を 明 確 化 す る た め の

も の で す 。す な わ ち 、収 益 の 観 点 の み で 利 用 者 を 判 断 す る の で は な く 、マ ネ

ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 上 か ら 該 当 す る リ ス ク 要 因 を 明 ら か に し 、高 リ ス ク

に 該 当 す る 場 合 に は 、第 ２ 線 の 上 級 管 理 職 な ど 所 定 の 権 限 者 に よ る 取 引 承 認

等 を 得 る こ と と す る 等 の 一 連 の 対 応 を 利 用 者 受 入 方 針 に お い て 明 確 化 す る



こ と が 求 め ら れ ま す 。ま た 、各 営 業 部 門 等 が 利 用 者 の 受 入 れ に つ い て 、類 型

的 ・ 具 体 的 に 判 断 出 来 る も の で あ る 必 要 が あ り ま す 。  

 

第 ９ 条 関 係  

調 査 内 容 と し て は 、利 用 者 及 び そ の 実 質 的 支 配 者 の 本 人 確 認 事 項 、取 引 目

的 等 に つ い て は 、 犯 罪 収 益 移 転 防 止 法 の 定 め る 本 人 特 定 事 項 （ 氏 名 ・ 住 居 ・

生 年 月 日 等 ）の ほ か 、 職 業 ・ 事 業 内 容 、 資 産 ・ 収 入 の 状 況 、経 歴 、 居 住 国 等

の 本 人 確 認 事 項 、取 引 目 的 、資 金 源 な ど 、様 々 な も の が 考 え ら れ ま す 。具 体

的 に は 、例 え ば 、リ ス ク の 低 い 利 用 者 の 場 合 に は 、法 律 で 求 め ら れ る 事 項 を

確 認 す る こ と と し つ つ 、リ ス ク の 高 い 利 用 者 に つ い て は 、利 用 者 の 資 金 源 や

実 質 的 支 配 者 の 職 業 ・ 経 歴 等 も 追 加 で 確 認 す る こ と 等 も 考 え ら れ ま す 。  

「 信 頼 に 足 る 証 跡 」を 求 め る こ と に つ い て は 、利 用 者 の 申 告 内 容 が 真 実 で

あ る こ と を 裏 づ け 、な り す ま し や 虚 偽 申 告 等 を 防 止 す る 点 に 意 義 が あ り ま す 。

こ う し た 観 点 か ら 、利 用 者 等 か ら 取 得 す る 証 跡 に つ い て は 、そ の 真 正 性 の 確

認 が 当 然 の 前 提 と な っ て お り 、例 え ば 、顔 写 真 付 き の 本 人 確 認 書 類 で あ っ て

も 、 そ の 真 正 性 に 疑 い が あ れ ば 、 証 跡 と し て の 意 味 を な し ま せ ん 。  

 

第 10 条 関 係  

財 務 省 に よ る 資 産 凍 結 等 経 済 制 裁 対 象 者 リ ス ト （ 以 下 、「 制 裁 リ ス ト 」 と

い う 。）の 更 新 は 不 定 期 に 行 わ れ る こ と か ら 、定 期 的 に チ ェ ッ ク す る 、更 新 情

報 を 受 信 す る な ど 、 最 新 の 状 態 を 維 持 す る 態 勢 を 講 じ る 必 要 が あ り ま す 。  

海 外 在 住 者 ・ 外 国 籍 の 顧 客 と の 取 引 や 外 国 通 貨 建 の 取 引 を 行 う 場 合 に は 、

財 務 省 に よ る 経 済 制 裁 要 件 の み な ら ず 、当 該 地 域 や 当 該 通 貨 に 適 用 さ れ る 外

国 の 経 済 制 裁 内 容 や 制 裁 リ ス ト も 照 合 対 象 と す る 必 要 が あ り ま す 。  

上 記 経 済 制 裁 リ ス ト 等 と の 照 合 を 、新 規 口 座 開 設 時 の み な ら ず 、口 座 開 設

後 も 既 存 利 用 者 に 対 し 、制 裁 対 象 者 、反 社 会 的 勢 力 、不 芳 情 報 該 当 者 、PEPs

そ れ ぞ れ の リ ス ク に 応 じ た 頻 度 で 継 続 的 に 実 施 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

第 11 条 関 係  

追 加 的 な 情 報 の 入 手 に つ い て は 、例 え ば 、営 業 部 門 や 取 引 時 確 認 担 当 部 門

等 第 １ 線 の 職 員 向 け に 、確 認・調 査 す る べ き 事 項 や 手 順 等 を 明 記 し た ヒ ア リ

ン グ シ ー ト 、チ ェ ッ ク リ ス ト 、確 認 マ ニ ュ ア ル 等 を 整 備 す る こ と も 有 用 で す 。 

 

第 11 条 第 １ 項 (2)関 連  

当 該 統 括 管 理 者 等 に お い て 、取 引 実 行 が 可 能 な 程 度 ま で リ ス ク が 低 減 さ れ

て い る か を 改 め て 判 断 し 、 取 引 承 認 等 を 行 う こ と が 必 要 と な り ま す 。  

な お 、統 括 管 理 者 と し て 、例 え ば 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 従 事 す

る 部 門 の 長 等 が 考 え ら れ ま す が 、重 大 な 判 断 を 要 す る 取 引 に つ い て は 、経 営

陣 に 承 認 を 求 め る な ど 、個 々 の 利 用 者 の リ ス ク に 応 じ て 、よ り 細 か く 設 定 す

る こ と も 選 択 肢 の 一 つ と な り 得 ま す 。  



 

第 12 条 関 係  

例 え ば 、利 用 者 が 口 座 開 設 時 等 に お い て 当 初 申 告 し た 内 容（ 法 人 の 所 有 構

成 等 ）の 変 更 等 利 用 者 の 状 況 の 変 化 に つ い て 、口 座 開 設 後 、適 時 適 切 に 把 握

す る こ と で 、夫 々 の 利 用 者 に 対 し て 適 切 な リ ス ク 低 減 措 置 を 講 じ る こ と が 可

能 と な り ま す 。継 続 的 な 利 用 者 管 理 に お い て は 、利 用 者 に 対 し 当 該 変 更 に 係

る 申 告 を 行 う よ う 促 す 措 置 を 講 じ る こ と が 重 要 で あ り 、例 え ば 、利 用 者 に 対

す る 定 期 的 な 、本 人 特 定 事 項 を 含 む 本 人 確 認 事 項 の 変 更 等 の 有 無 を 確 認 す る

書 類 の 送 付 又 は 利 用 者 の ロ グ イ ン 画 面 等 で の 表 示 、ヒ ア リ ン グ の 実 施 の ほ か 、

取 引 モ ニ タ リ ン グ 等 で 検 知 し た 結 果 の 活 用 も 考 え ら れ ま す 。約 款 等 に 取 引 時

確 認 に お い て 確 認 済 み の 本 人 特 定 事 項 等 に 変 更 が あ っ た 場 合 に 利 用 者 等 が

仮 想 通 貨 交 換 業 者 に 届 出 を 行 う 旨 を 盛 り 込 む 措 置 だ け で は 不 十 分 と 考 え ら

れ ま す 。  

な お 、調 査 の 過 程 で 収 集 し た 利 用 者 情 報 に つ い て 、利 用 者 確 認 記 録 等 に 反

映 さ せ 、他 の 職 員 も 確 認 す る こ と が で き る 状 態 に し て お け ば 、よ り 多 く の 情

報 を 利 用 者 管 理 に 活 用 す る こ と が 可 能 と な り ま す 。例 え ば 、利 用 者 に 対 し て

通 知 等 を 郵 送 し た に も か か わ ら ず 、宛 先 不 明 で 返 送 さ れ た 場 合 に は 、当 該 事

実 を 確 認 記 録 等 に 記 載 し て お く こ と に よ り 、当 該 利 用 者 か ら 新 た に 取 引 申 込

み が あ っ た 際 、一 定 の リ ス ク の あ る 利 用 者 で あ る こ と を 踏 ま え て 、追 加 調 査

等 の 要 否 を 検 討 す る こ と が で き ま す 。  

 

第 16 条 第 1 項 第 3 号 関 係  

本 号 の 取 引 は 、ハ イ リ ス ク 取 引 に は 該 当 し な い も の の 、ハ イ リ ス ク 取 引 に

準 じ て 取 り 扱 う 必 要 の あ る リ ス ク の 高 い 取 引 と な り ま す 。  

 

 

第 20 条 第 1 項 関 係  

利 用 者 の リ ス ク に 応 じ た 利 用 者 管 理 を 効 果 的 か つ 効 率 的 に 適 時 に 行 う 場

合 、シ ス テ ム の 活 用 は 避 け ら れ ま せ ん 。犯 収 法 上 で は 、添 付 書 類 を も っ て 確

認 記 録 の 記 録 事 項 に 代 え る こ と が で き ま す が 、そ の 場 合 、当 該 記 録 事 項 の 情

報 を 利 用 者 の リ ス ク 評 価 に 反 映 す る こ と は で き ず 、当 該 利 用 者 の リ ス ク に 見

合 っ た 利 用 者 管 理 等 を 講 じ る こ と は 困 難 と な り ま す 。そ の た め 、犯 収 法 施 行

規 則 第 20 条 第 1 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 の う ち 、 会 員 が リ ス ク 管 理 の 観 点 か ら

用 い る 事 項 を 確 認 記 録 に お い て 省 略 し て は な ら な い と し て い ま す 。  

 

第 24 条 関 係  

疑 わ し い 取 引 の 届 出 を 要 す る と 判 断 し た 取 引 に つ い て 、直 ち に 届 出 を 行 わ

な い 場 合 に は 、疑 わ し い 取 引 の 届 出 の 有 用 性 は 限 定 的 な も の と な ら ざ る を 得

ま せ ん 。な お 、疑 わ し い 取 引 の 検 知 か ら 判 断 す る ま で の 期 間 は 合 理 的 な も の

で あ る 必 要 が あ り ま す 。  



 

第 25 条 関 係  

疑 わ し い 取 引 の 届 出 対 象 に つ い て は 、既 に 実 行 し た 取 引 の み な ら ず 、疑 わ

し い 取 引 に 該 当 す る こ と を 理 由 に 実 行 し な か っ た 取 引 も 含 ま れ ま す 。  

 

第 25 条 第 ３ 項 関 係  

例 え ば 、取 引 類 型 ご と の 件 数 の 増 減 等 を 分 析 し 、一 定 の 取 引 類 型 が 増 加 し

て い る 場 合 に 、当 該 類 型 に 対 す る リ ス ク 低 減 措 置 が 十 分 か を 検 証 し 、必 要 に

応 じ 、 追 加 手 続 き を 設 け る こ と な ど が 考 え ら れ ま す 。  

 

第 28 条 関 係  

少 な く と も 以 下 に 係 る 規 程 類（ 方 針・規 程・手 順 書 ）を 策 定 す る 必 要 が あ

り ま す （ そ れ ぞ れ 重 複 す る こ と は 許 容 さ れ ま す ）。  

 ア  マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 (方 針 ・ 規 程 ）  

 イ  マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク の 特 定 、評 価 及 び 低 減 措 置 検 討・策

定 並 び に 見 直 し （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 ウ  取 引 時 確 認 （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 エ  記 録 の 作 成 ・ 保 存 （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 オ  利 用 者 管 理 （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 カ  疑 わ し い 取 引 の 検 知 ・ 報 告 ・ 届 出 （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 キ  従 業 員 採 用 （ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

 ク  反 社 会 的 勢 力 対 応 （ 方 針 ・ 規 程 ・ 手 順 書 ）  

（ ＊ ） 利 用 者 受 入 方 針 に つ い て は 、 ア ） 又 は オ ） に 包 含 し て も 差 し 支 え

あ り ま せ ん 。  

 

第 30 条 関 係  

IT シ ス テ ム に つ い て は 、自 ら の リ ス ク に 応 じ て 、シ ナ リ オ や 敷 居 値 等 の 設

定 を 調 整 す る こ と で 、十 分 に 機 能 を 発 揮 で き る も の で あ り 、IT ベ ン ダ ー に よ

る 標 準 設 定 に 機 械 的 に 委 ね る の で は な く 、自 ら の リ ス ク に 整 合 し て い る の か

を 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 設 定 を 調 整 す る こ と が 重 要 と な り ま す 。  

 

第 30 条 第 ５ 号 関 係  

内 部 監 査 部 門 に よ る 検 証 内 容 に つ い て は 、例 え ば 、取 引 モ ニ タ リ ン グ シ ス

テ ム に お け る シ ナ リ オ・敷 居 値 等 が 、自 社 等 の 業 務 や リ ス ク の 特 性 に 応 じ た

設 定 と な っ て い る か 、 当 該 シ ス テ ム で 検 知 さ れ た 取 引 に つ い て 、 営 業 部 門 、

取 引 時 確 認 担 当 部 門 等 第 １ 線 や 管 理 部 門 等 が 追 加 調 査 等 を 的 確 に 行 っ て い

る か な ど も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 31 条 関 係  

確 認 記 録・取 引 記 録 等 に つ い て は 、一 覧 性・検 索 性 の あ る 様 式 で 保 存・管



理 す る な ど 、 分 析 可 能 な 形 で 整 理 す る こ と が 重 要 で す 。  

 

第 33 条 第 3 項 関 係  

こ の 項 の「 役 員 」と は 、会 員 の 経 営 陣 の メ ン バ ー で あ っ て 、仮 想 通 貨 交 換

業 に 係 る 業 務 執 行 に 責 任 を 有 す る 者 と し 、執 行 役（ 執 行 役 員 ）制 度 を 採 る 会

員 に お い て は 、 執 行 役 （ 執 行 役 員 ） を 含 む も の と し ま す 。  

マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 責 任 を 担 う 役 員 に は 、経 営 戦 略 等 に お

け る 重 要 な 課 題 の 一 つ と し て 位 置 づ け ら れ た マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に

関 し て 、そ れ を 具 体 化 す る た め の 各 種 取 組 み を 推 し 進 め る こ と が で き る 権 限

等 が 付 与 さ れ て い る こ と が 重 要 と な り ま す 。  

ま た 、同 担 当 役 員 は 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 責 任 者 と し て 、内 部

の み な ら ず 、監 督 当 局 や FATF 等 に 対 し て 、自 ら の 取 組 み を 説 明 す る こ と が

期 待 さ れ て い る こ と か ら 、必 要 な 情 報 が 適 時 ・適 切 に 提 供 さ れ 、意 思 決 定 の

過 程 に 十 分 に 関 与 す る べ き 立 場 に あ り ま す 。  

所 管 部 門 へ の 専 門 性 を 有 す る 人 材 の 配 置 や 必 要 な 予 算 の 配 分 等 、適 切 な 資

源 配 分 に 当 た っ て は 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 担 当 役 員 が 各 部 門 の 状 況

を 十 分 に 把 握 し て い る 必 要 が あ る こ と か ら 、 各 部 門 か ら の 情 報 が マ ネ ロ ン ・

テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 署 を 通 じ て 、同 担 当 役 員 に 報 告 さ れ る 態 勢 が 整 備

さ れ て い る な ど 、情 報 共 有 の 枠 組 み が 構 築 さ れ て い る こ と が 前 提 と な り ま す 。 

 

第 36 条 関 係  

営 業 部 門 や 取 引 時 確 認 担 当 部 門 等 第 １ 線 に 属 す る 職 員 は 、 自 社 が マ ネ ロ

ン・テ ロ 資 金 供 与 の 危 険 に 晒 さ れ る 場 面 に 立 ち 会 う こ と に な る た め 、例 え ば 、

確 認・調 査 す る べ き 事 項 や 手 順 等 を 明 記 し た ヒ ア リ ン グ シ ー ト 、チ ェ ッ ク リ

ス ト 、確 認 マ ニ ュ ア ル 等 を 整 備 す る こ と や 、確 認・調 査 す る べ き 理 由 を 周 知

す る こ と が 考 え ら れ ま す 。  

管 理 部 門 に お い て は 、営 業 部 門 や 取 引 時 確 認 担 当 部 門 等 第 １ 線 と は 独 立 し

た 立 場 か ら 、内 部 規 程 の 違 反 件 数 や 疑 わ し い 取 引 の 届 出 状 況 、第 １ 線 か ら の

照 会 事 項 、各 種 研 修 の 実 施 状 況 等 を 踏 ま え 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク

管 理 態 勢 が 有 効 に 機 能 し て い る か を 検 証 し て い く こ と も 考 え ら れ ま す 。  

第 35 条 に 定 め る マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 署 に お い て は 、 自

ら に 集 約 さ れ た マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 情 報 を 還 元 す る 観 点 か ら 、

営 業 部 門 や 取 引 時 確 認 担 当 部 門 等 第 １ 線 に お け る 優 良 事 例 や 不 備 事 例 等 を

共 有 す る こ と な ど に よ り 、 第 1 線 に 対 す る 支 援 を 行 う こ と も 考 え ら れ ま す 。 

マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 主 管 部 署 は も と よ り 、そ の 他 の 管 理 部 門 に

お い て も 、マ ネ ロ ン・ テ ロ 資 金 供 与 対 策 の 中 で 、い か な る 業 務 に 関 与 す る の

か を 整 理 し 、必 要 と さ れ る 役 割 を 明 確 化 す る こ と に よ り 、重 複 業 務 を な く し 、

管 理 部 門 と し て の 役 割 を よ り 効 率 的 に 果 た す こ と が 可 能 と な り ま す 。  

各 管 理 部 門 の 役 割 に つ い て は 、よ り 実 効 的 な マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 リ ス

ク 管 理 態 勢 の 構 築 と い う 観 点 か ら 、重 複 業 務 が な い よ う に 留 意 し 、部 門 間 に



お い て 密 接 な 情 報 共 有・連 携 を 図 り な が ら 進 め て い く こ と が 重 要 と な り ま す 。 

 

第 37 条 第 3 項 関 係  

リ ス ク に 応 じ た 内 部 監 査 と し て は 、例 え ば 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 リ ス

ク が 高 い と 判 断 さ れ た 業 務 や 部 門 を 重 点 的 に 監 査 対 象 と す る こ と や 、こ れ ら

の 業 務 や 部 門 に 対 す る 監 査 頻 度 を 上 げ る こ と 、監 査 の 手 法 と し て も 、積 極 的

に オ ン サ イ ト 監 査 を 実 施 す る こ と 等 も 考 え ら れ ま す 。  

リ ス ク が 低 い と 判 断 し た 場 合 で あ っ て も 、一 律 に 監 査 対 象 か ら 除 外 で き る

わ け で は な く 、通 常 の 場 合 よ り も 監 査 頻 度 を 下 げ 、ま た 、監 査 項 目 を 少 な く

す る な ど の 調 整 を し た 上 で 、 監 査 を 実 施 す る こ と に な り ま す 。  

内 部 監 査 の 高 度 化 に 向 け 、内 製 化 が 困 難 で あ る 場 合 に は 、外 部 専 門 機 関 に

よ る 助 言 に つ い て 積 極 的 に 検 討 す る こ と も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 38 条 関 係  

マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針・手 続 は 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供

与 対 策 に つ い て の 基 本 的 な 考 え 方 や 管 理 態 勢 、高 リ ス ク 利 用 者 や 取 引 へ の 対

応 方 針 等 を 明 確 化 し た も の で あ り 、 こ れ ら を 全 社 的 に 共 有 す る こ と に よ り 、

自 社 内 に お い て 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 対 す る 共 通 認 識 を 醸 成 す る

こ と が 重 要 と な り ま す 。  

利 用 者 受 入 方 針 、利 用 者 管 理 、記 録 保 存 等 、マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策

に 関 す る 具 体 的 な 手 続 に つ い て は 、職 員 が リ ス ク 低 減 措 置 を 実 践 す る た め の

手 順 等 を 明 確 化 し た も の で あ っ て 、 こ れ ら を 全 社 的 に 整 備 す る こ と に よ り 、

い か な る 職 員 が 対 応 し た と し て も 、リ ス ク 低 減 措 置 を 正 確 に 実 施 す る こ と が

可 能 と な り ま す 。  

・ 管 理 部 門 及 び 内 部 監 査 部 門 は 、 定 期 的 に 実 施 し て い る 各 部 門 等 に 対 す

る モ ニ タ リ ン グ や 監 査 の 結 果 の み な ら ず 、利 用 可 能 な 内 部 情 報 、職 員 か

ら の 内 部 通 報 、具 体 的 な 手 続 に つ い て の 職 員 か ら の 質 疑 等 の 情 報 も 踏 ま

え な が ら 、現 在 の マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 方 針・手 続・計 画

や 管 理 態 勢 に つ い て 、見 直 す べ き 点 が な い の か ど う か を 継 続 的 に 検 証 す

る 役 割 を 担 っ て い ま す 。  

・ 上 記 の 検 証 の 結 果 、 残 存 す る リ ス ク が 相 当 程 度 認 め ら れ る 業 務 や 部 門

が 存 在 す る 場 合 に は 、当 該 業 務 に つ い て 、追 加 的 な 措 置 を 講 ず る こ と や 、

当 該 部 門 に つ い て 、 人 員 を 増 員 さ せ る こ と 等 も 考 え ら れ ま す 。  

 

第 39 条 関 係  

複 数 の 国・地 域 に ま た が り 事 業 を 展 開 す る 会 員 は 、グ ル ー プ 全 体 と し て の

方 針 、運 用 方 法 、手 続 を 定 め グ ル ー プ 全 体 で 統 一 的 な 対 応 の 実 施 に 努 め る こ

と と な り ま す 。ま た 、グ ル ー プ 全 体 の 対 応 は 、本 店 の 所 在 国 の マ ネ ロ ン・ テ

ロ 資 金 供 与 対 策 に 係 る 規 制 を 最 低 限 カ バ ー す る も の と な り ま す 。 そ の 上 で 、

グ ル ー プ 全 体 の 対 応 よ り 、進 出 先 の 国・地 域 に お け る マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供



与 対 策 に 係 る 規 制 が 厳 格 で あ る 部 分 が あ れ ば 、現 地 法 令 に 違 反 す る こ と が な

い よ う 、グ ル ー プ の 対 応 に 加 え て 、現 地 法 令 に 準 拠 し た 対 応 を 導 入 す る 必 要

が あ り ま す 。  

海 外 兄 弟 会 社 が あ る よ う な 場 合 に は 、一 義 と し て は グ ル ー プ 内 の 各 法 人 は

そ れ ぞ れ 所 在 地 の 規 制 に 応 じ る 必 要 が あ る こ と か ら 、結 果 と し て 親 会 社 、海

外 の 兄 弟 会 社 と 会 員 3 者 の マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 上 の 基 準 は 同

一 で あ る も の の 、各 々 が 更 に 追 加 的 な 管 理 を 導 入 す る 状 態 と な る こ と は あ り

得 ま す 。  

会 員 が 他 の 事 業 者 の 子 会 社 等 で あ っ て 、 海 外 に 親 会 社 を 有 す る 場 合 に は 、

グ ル ー プ 全 体 の 対 応 に 加 え 、少 な く と も 日 本 国 内 の 規 制 に 従 う 必 要 が あ り ま

す 。  

し か し な が ら 、 例 え ば 個 人 情 報 の 海 外 へ の 持 ち 出 し を 一 切 禁 じ て い る 、

ど の よ う な マ ネ ロ ン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ ス ク 管 理 態 勢 で あ る か 海 外 法 人 へ の

説 明 を 禁 じ ら れ て い る な ど 、 現 地 法 令 が 明 示 的 に 何 か を 定 め て い る 場 合 な

ど 、 グ ル ー プ ベ ー ス の 管 理 態 勢 の 対 象 に 含 め て い な い 理 由 や 本 社 よ り も 管

理 態 勢 の 水 準 を 下 げ る 状 況 が 発 生 す る 場 合 は 、 そ の 理 由 を 、 合 理 的 に 説 明

で き る 態 勢 に し て お く 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、 他 業 態 に 係 る 国 際 的 な 監 督 機 関 等 で 公 表 さ れ て い る ガ イ ド ラ イ ン

等 を 参 照 す る こ と も 有 用 で す 。  

参 考 ： BCBS “Guidelines: Sound management of risks related to money 

laundering and financing of terrorism”  

(https://www.bis.org/bcbs/publ/d353.pdf) 

III. AML/CFT in a group-wide and cross-border context 

1.Global process for managing customer risks  

64. Consolidated risk management means establishing and administering 

a process to coordinate and apply policies and procedures on a group -wide 

basis, thereby implementing a consistent and comprehensive baseline for 

managing the bank’s risks across its international operations. Policies and 

procedures should be designed not merely to comply strictly with all 

relevant laws and regulations, but more broadly to identify, monitor and 

mitigate group-wide risks. Every effort should be made to ensure that the 

group’s ability to obtain and review information in accordance with its 

global AML/CFT policies and procedures is not impaired as a result of 

modifications to local policies or procedures neces sitated by local legal 

requirements. In this regard, a bank should have robust information -sharing 

among the head office and all of its branches and subsidiaries. Where the 

minimum regulatory or legal requirements of the home and host countries 

differ, offices in host jurisdictions should apply the higher standard of the 

two. 

65. Furthermore, according to FATF Standards, if the host country does 



not permit the proper implementation of those standards, the chief 

AML/CFT officer should inform the home supervi sors. Additional measures 

should be considered, including, as appropriate, the financial group closing 

its operations in the host country.  

66. The Committee recognises that implementing group-wide AML/CFT 

procedures is more challenging than many other risk  management processes 

because some jurisdictions continue to restrict the ability of banks to 

transmit customer names and balances across national borders. For effective 

group-wide monitoring and for ML/FT risk management purposes, it is 

essential that banks be authorised to share information about their 

customers, subject to adequate legal protection, with their head offices or 

parent bank. This applies in the case of both branches and subsidiaries  

 

第 40 条 関 係  

「 マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 わ る 職 員 」に つ い て は 、第 １ 線 の 営 業 担

当 職 員 も 含 む マ ネ ロ ン・テ ロ 資 金 供 与 対 策 に 関 わ る 幅 広 い 職 員 を 想 定 し て い

ま す 。  

 

 

附 則  

こ の ガ イ ド ラ イ ン は 、 2018 年 10 月 24 日 か ら 施 行 し ま す 。  

 

 

 


